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忍
頂
寺
務
年
譜
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

福

田

安

典

尾

崎

千

佳

共
編

青

田

寿

美

凡
例

一

本
年
譜
は
、
近
世
歌
謡
研
究
家
・
忍
頂
寺
務
（1886

〜1951

）
の
生
涯
に
わ
た
る

事
績
を
可
能
な
限
り
網
羅
し
、
そ
の
交
友
関
係
や
知
的
交
流
の
有
様
を
発
掘
し
て
い

く
こ
と
に
よ
っ
て
、近
世
風
俗
文
化
学
研
究
に
一
石
を
投
ず
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一

採
録
す
る
内
容
は
、
以
下
の

項
目
か
ら
な
る
。

7

○

西
暦
…
…
月
日
が
不
明
の
場
合
に
限
り
、
そ
の
部
分
に

を
入
れ
た
。
並
び
替

00

え
の
た
め
の
フ
ィ
ー
ル
ド
。（
本
報
告
書
附
録
のC

D
-R
O
M

参
照
）

①
日
付
…
…
月
日
が
不
明
の
場
合
に
限
り
、
そ
の
部
分
に
半
角

を
入
れ
た
。

x

②
事
項

③
居
所

④

典
籍
の
出
入
…
…
書
物
や
資
料
の
購
入
・
譲
渡
に
つ
い
て
記
し
た
。
購
入
元
や

譲
渡
先
等
に
当
た
る
書
店
や
機
関
・
個
人
に
関
す
る
情
報
は
（

）
内
に
簡
潔
に

示
し
、
矢
印
で
以
て
典
籍
の
移
動
を
略
示
し
た
。

（
例
）『
武
家
義
理
物
語
輪
講
』（
務
↓
神
戸
市
立
図
書
館
）
…
…
務
が
寄
贈

『
吉
原
大
黒
舞
』（
務
↑
鹿
田
書
店
）
…
…
務
が
購
入

書
籍
の
貸
借
に
関
し
て
は
、「
事
項
」
フ
ィ
ー
ル
ド
に
記
す
こ
と
と
し
、
こ
れ
と

分
け
た
。

○
典
拠
等
…
…
情
報
の
出
典
や
ニ
ュ
ー
ス
ソ
ー
ス
を
示
し
た
。（
本
報
告
書
附
録
の

C
D
-R
O
M

参
照
）

⑤
備
考

一

本
稿
で
は
、
煩
瑣
に
な
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
上
掲
の

項
目
中
、
丸
数
字
の

7

項
目
の
み
を
掲
出
し
た
。「
西
暦
」
と
「
典
拠
等
」
お
よ
び
「
⑤
備
考
」
の
一
部

5に
つ
い
て
も
割
愛
し
た
が
、
別
途
、
本
報
告
書
の
附
録
と
し
て
付
し
た

C
D
-R
O
M

に
、
全
情
報
を
収
め
た
「
忍
頂
寺
務
年
譜
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
収
録
し
た
。

一

上
掲
項
目
「
④

典
籍
の
出
入
」
の
う
ち
、
神
戸
市
立
図
書
館
お
よ
び
成
田
山
仏

教
図
書
館
へ
の
寄
贈
詳
細
は
、
本
報
告
書
の
「
神
戸
市
立
図
書
館
蔵
忍
頂
寺
務
旧
蔵

本
に
つ
い
て
」、「
成
田
山
仏
教
図
書
館
蔵
忍
頂
寺
務
旧
蔵
本
に
つ
い
て
」
を
、
書

籍
の
貸
借
に
関
し
て
は
、
同
じ
く
「
小
野
文
庫
所
蔵
忍
頂
寺
務
宛
書
簡
目
録
・
解
題
」

を
、
併
せ
て
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
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一

務
の
著
述
に
関
し
て
は
、
他
の
年
譜
事
項
と
の
関
連
で
必
要
と
判
断
さ
れ
た
も
の

に
限
り
採
録
し
た
。
そ
の
一
覧
は
、
本
報
告
書
の
「
増
補
改
訂
忍
頂
寺
務
著
述
目
録
」

を
参
照
さ
れ
た
い
。

一

鳶
魚
日
記
か
ら
の
記
事
に
は
、
書
簡
の
応
答
に
際
し
て
タ
イ
ム
ラ
グ
の
あ
る
も
の

を
含
む
が
、
原
則
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

一

論
文
は
「

」、
典
籍
・
単
行
本
・
紙
誌
名
は
『

』
で
括
っ
た
。
た
だ
し
、
細

見
・
瓦
版
の
類
は
、
一
般
名
詞
と
し
て
扱
う
こ
と
と
し
括
弧
で
括
ら
ず
に
掲
げ
た
。

一

旧
字
は
、
原
則
と
し
て
新
字
に
改
め
た
。

一

本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
根
幹
は
、

．
三
田
村
鳶
魚
「
日
記
」（『
三
田
村
鳶
魚
全
集
』

〜

巻
、
中
央
公
論
社
）

1

26

27

．
仙
台
忍
頂
寺
家
所
蔵
資
料

2
．
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
・
小
野
文
庫

3に
拠
っ
て
な
る
。

は
福
田
安
典
、

は
尾
崎
千
佳
、

は
青
田
寿
美
が
そ
れ
ぞ
れ

1

2

3

デ
ー
タ
採
取
に
あ
た
り
、
全
体
の
取
り
纏
め
を
青
田
が
お
こ
な
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
メ
ン
バ
ー
（
飯
倉
洋
一
・
内
田
宗
一
・
浜
田
泰
彦
・
正
木
ゆ
み
・
鷲
原
知
良
の
各

氏
）
か
ら
の
情
報
提
供
に
対
し
、
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

﹇
付
記
﹈
本
報
告
書
掲
載
の
諸
論
考
中
、
年
譜
事
項
と
し
て
本
稿
に
摘
記
す
べ
き
情
報
も
少
な
か
ら

ず
存
す
る
が
、
入
稿
期
限
の
関
係
上
そ
れ
ら
を
全
て
採
録
す
る
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、

附
録
のC

D
-R
O
M

に
は
、
可
能
な
範
囲
で
デ
ー
タ
の
反
映
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
（
青
田
寿
美
）
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日

付

事

項

居

所

典
籍
の
出
入

備

考

明
治

／

／

淡
路
志
筑
に
生
ま
れ
る
。

志
筑
町
一
五
六

19

12

08

九
番
地

明
治

／

／

兵
庫
県
立
洲
本
中
学
校
入
学
。

32

04

xx

明
治

／

／

洲
本
中
学
二
年
生
の
終
わ
り
頃
、
田
中
晩
水
・
高
田
蝶
衣
等
と
と
も
に
俳
句
同
人
「
白
雪
会
」
結

34

02

xx

成
。
毎
週
土
曜
に
会
員
宅
持
ち
回
り
で
句
会
を
開
き
、
洲
本
住
の
梅
処
と
い
う
旧
派
俳
人
に
添
削

を
依
頼
す
る
一
方
、『
中
学
時
代
』『
ホ
ト
ヽ
ギ
ス
』
等
を
購
読
。

明
治

／

／

大
谷
正
信
（
号
、
繞
石
）
洲
本
中
学
に
英
語
教
師
と
し
て
着
任
。
以
後
、
白
雪
会
同
人
、
繞
石
に

34

03

xx

運
座
の
方
式
を
教
わ
り
、
添
削
批
評
を
受
け
る
。

明
治

／

／

永
田
秀
次
郎
（
号
、
青
嵐
）、
洲
本
中
学
の
第
三
代
校
長
に
就
任
。
学
業
の
妨
げ
に
な
る
と
し
て

35

11

xx

生
徒
の
句
作
を
禁
じ
る
。

明
治

／

／

大
谷
正
信
（
号
、
繞
石
）、
洲
本
中
学
を
辞
し
て
真
宗
大
学
に
転
任
。
後
任
の
英
語
教
師
と
し
て

35

11

xx

若
月
保
治
（
号
、
紫
蘭
）
着
任
。

明
治

／

／

白
雪
会
同
人
に
よ
る
俳
句
雑
誌
『
落
ち
栗
』
創
刊
。
高
田
蝶
衣
序
、
大
谷
繞
石
題
字
。

35

12

19

明
治

／

／

白
雪
会
同
人
俳
句
雑
誌
『
落
ち
栗
』
第

号
発
行
。
大
谷
繞
石
送
別
記
念
号
と
な
り
、
事
実
上
の

36

03

05

2

終
刊
号
と
な
る
。

明
治

／

／

『
ホ
ト
ヽ
ギ
ス
』
第

巻
第

号
「
地
方
俳
句
界
」
欄
に
、「
白
雪
会
」
の
俳
句
六
句
中
、
務
（
号
、

36

07

15

6

11

木
筆
）
の
「
雨
乞
の
人
騒
が
し
や
千
光
寺
」
句
も
載
る
。
同
欄
「
テ
フ
イ
ア
ン
小
集
」
欄
に
も
、

木
筆
「
山
吹
や
子
持
た
ぬ
人
の
う
ら
や
ま
し
」
句
掲
載
。

明
治

／

／

『
ホ
ト
ヽ
ギ
ス
』
第

巻
第

号
「
地
方
俳
句
界
」
欄
に
「
洲
本
町
汐
見
町
高
田
蝶
衣
報
」
と
し

36

09

25

6

13

て
「
テ
フ
イ
庵
会
」
の
句
三
句
掲
載
。
務
（
号
、
木
筆
）
の
「
真
中
に
橋
あ
る
池
や
蓮
の
花
」
句

も
載
る
。

明
治

／

／

『
ホ
ト
ヽ
ギ
ス
』
第

巻
第

号
「
地
方
俳
句
界
」
欄
に
、「
白
雪
会
」
の
報
と
し
て
、
唯
一
、

36

11

20

7

2

務
（
号
、
木
筆
）
の
「
仁
王
尊
の
足
も
と
暗
し
虫
の
声
」
句
が
載
る
。

明
治

／

／

兵
庫
県
立
洲
本
中
学
校
卒
業
。
そ
の
頃
の
句
に
、
木
筆
号
で
「
も
ず
さ
し
は
松
下
の
宿
に
入
り
に

37

03

20

け
り
」「
仏
跡
の
あ
る
桟
道
の
落
葉
か
な
」。

明
治

／

／

『
ホ
ト
ヽ
ギ
ス
』
第

巻
第

号
「
地
方
俳
句
界
」
欄
に
、「
テ
フ
イ
庵
会
」
の
句
二
句
掲
載
。

37

04

10

7

7
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務
（
号
、
木
筆
）
の
「
羊
飼
ふ
牧
場
に
多
し
蕗
の
薹
」
と
蝶
衣
句
。

明
治

／

／

神
戸
高
等
商
業
学
校
卒
業
。
そ
の
頃
の
句
に
、「
暁
や
か
ま
ど
の
中
に
蚊
の
ね
む
る
」。

41

04

01

大
正

／

／

神
戸
に
居
住
。（
大
正
初
年
〜

、

年
頃
）

神
戸
市
葺
合
区

01

xx

xx

09

10

熊
内

大
正

／

／

珍
書
保
存
会
成
る
。
後
に
務
も
会
員
に
。

06

06

xx

大
正

／

／

森
西
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
合
資
会
社
出
資
金
八
万
円
。
無
限
責
任
社
員
と
な
る
。

08

01

11

大
正

／

／

大
阪
に
居
住
。（

年
間
）

大
阪
市
南
区
勝

11

xx

xx

1

山
通
二
丁
目

大
正

／

／

こ
の
頃
、
九
州
の
某
書
生
に
、「
諸
行
無
常
朝
顔
も
あ
り
夕
顔
も
」「
麦
の
穂
に
出
た
る
話
や
城
の

11

xx

xx

跡
〈
砂
山
城
跡
に
て
〉」
の
二
句
を
贈
る
。

大
正

／

／

『
一
目
千
本
／
花
す
ま
ひ
』（
務

「
吉
田
書
店
に
て
「
一
目

11

03

10

↑
吉
田
書
店
）

千
本
／
花
す
ま
ひ
」
下
巻

一
冊
を
金
一
円
五
十
銭
に

て
購
入
す
、
落
丁
あ
り
惜

し
き
も
の
な
り
、」

大
正

／

／

吉
原
細
見
廓
の
賑
ひ
﹇
明
治

11

04

17

十
年
五
月
福
田
栄
蔵
編
﹈（
務

↑
鹿
田
書
店
）

大
正

／

／

名
物
細
見
﹇
明
治
元
年
冬
刊
﹈

11

04

21

（
務
↑
鹿
田
書
店
）

大
正

／

／

『
吉
原
源
氏
六
十
帖
評
判
』

「
京
都
細
川
書
店
よ
り
、「
吉

11

05

04

上
巻
（
務
↑
細
川
書
店
）

原
源
氏
六
十
帖
評
判
上
巻

一
冊
だ
け
購
入
す
、
此
書

に
付
て
は
、「
奇
書
珍
籍
吉

原
号
」
に
、
左
の
如
く
解

説
せ
り
、」

大
正

／

／

成
田
山
参
詣
、
狂
歌
「
甚
兵
衛
の
そ
ば
で
は
ね
た
る
海
老
蔵
も
成
田
さ
ん
で
は
永
代
お
手
長
」。

11

05

16

大
正

／

／

軽
井
沢
に
遊
び
、
狂
歌
「
名
物
は
ね
ぶ
か
の
尻
の
軽
井
沢
人
を
追
分
く
つ
か
け
の
里
」。
善
光
寺

11

05

17

に
て
、
如
来
像
の
所
有
権
訴
訟
の
噂
を
聞
き
、
狂
歌
「
如
来
様
は
そ
し
や
う
と
迄
は
申
さ
れ
じ
大
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本
願
が
大
か
ん
じ
ん
ぞ
」。

大
正

／

／

富
士
川
下
り
に
興
じ
、
狂
歌
「
富
士
川
は
日
蓮
托
生
か
じ
か
沢
沈
高
沈
木
井
で
や
つ
と
身
延
す
」。

11

09

06

大
正

／

／

『
吉
原
大
黒
舞
』（
務
↑
鹿
田

「「
吉
原
大
黒
舞
」
欠
本
一

11

10

24

書
店
）

冊
を
鹿
田
よ
り
買
入
る
、

「
奇
書
珍
籍
」
第
三
号
に

よ
れ
ば
、…

（
略
）…

と

記
さ
れ
て
居
る
、
此
書
が

一
冊
で
も
見
付
つ
た
の
は
、

誠
に
珍
中
の
珍
で
あ
る
。」

大
正

／

／

品
川
の
細
見
（
務
↑
鹿
田
書

「
鹿
田
よ
り
永
田
文
庫
の

11

10

27

店
）

本
の
中
に
て

曽
満
人
作
の

絵
本
を
購
入
す
、
書
名
不

明
、
品
川
の
細
見
な
り
。」

大
正

／

／

大
蔵
大
臣
市
来
乙
彦
に
面
会
の
た
め
、

日
間
程
度
東
京
に
滞
在
。
狂
歌
「
市
来
て
も
乙
彦
も
な

12

02

xx

20

く
逢
へ
ぬ
な
り
な
ぜ
川
崎
に
愛
之
輔
と
は
」。

大
正

／

／

『
吉
原
大
評
判
ゑ
に
し
染
』（
務

「
鹿
田
に
て
「
吉
原
大
評

12

02

05

↑
鹿
田
書
店
）

判
ゑ
に
し
染
」
四
冊
を
買

入
る
、…

（
略
）…

永
田

文
庫
の
所
蔵
な
り
し
も
の

に
て
、
始
め
よ
り
一
冊
欠

本
と
な
り
居
り
し
様
に
思

は
る
、」

大
正

／

／

当
代
全
盛
高
名
細
見
（
務
↑

「
吉
田
書
店
に
て
「
当
代

12

02

07

吉
田
書
店
）

全
盛
高
名
細
見
」
を
、
金

二
十
銭
に
て
購
入
す
、」

大
正

／

／

春
よ
り
神
戸
に
転
居
。

神
戸
市
葺
合
区

12

xx

xx

上
筒
井
通
七
丁

目

大
正

／

／

水
谷
文
庫
本
入
札
。

『
吉
原
恋
の
道
引
』（
務
↑
）

「
吉
原
恋
の
道
引
」
に
関

12

04

10

す
る
記
事
余
白
に
、
墨
筆
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書
込
「
大
正
十
二
年
四
月

十
日
水
谷
文
庫
本
入
札
、

代
金
一
百
八
十
円
な
り
き
」

大
正

／

／

傾
城
新
色
三
味
線
細
見
（
務

「
吉
田
書
店
よ
り
「
傾
城

12

05

10

↑
吉
田
書
店
）

新
色
三
味
線
細
見
」
江
戸

の
巻
と
云
ふ
、
欠
本
一
冊

を
購
入
す
、」

大
正

／

／

『
吉
原
大
鑑
』
初
篇
上
下
二

12

10

03

冊
（
務
↑
鹿
田
書
店
）

大
正

／

／

「
カ
ー
マ
ス
ー
ト
ラ
」
翻
訳

「
京
都
大
谷
大
学
内
に
存

12

11

10

資
料
（
務
↑
）

す
る
印
度
学
会
、
其
基
金

に
充
つ
る
た
め
に
、
印
度

の
古
典
「
カ
ー
マ
ス
ー
ト

ラ
」
を
翻
訳
し
て
有
志
者

に
配
布
し
た
る
が
、
幸
に

し
て
一
本
を
手
に
し
侍
た

り
、」

大
正

／

／

冬
、
日
光
に
遊
ぶ
。
道
中
の
句
に
「
火
を
焚
く
や
文
挟
の
駅
時
雨
し
て
」。

12

xx

xx

大
正

／

／

こ
の
頃
、
俳
句
「
裸
々
と
し
て
冬
山
近
し
ぶ
な
落
葉
」「
水
鳥
の
足
も
凍
る
や
冬
の
朝
」
の
二
句

12

xx

xx

あ
り
。

大
正

／

／

『
五
大
力
菩
薩
手
鏡
』（
務
↑

「
細
川
よ
り
「
五
大
力
菩

13

01

27

細
川
書
店
）

薩
手
鏡
」
と
云
ふ
書
物
を

買
入
る
、…

…

珍
書
な
り
、

元
来
二
冊
な
り
し
と
思
は

る
れ
ど
、
大
阪
の
部
を
欠

ぎ
た
る
は
惜
し
、」

大
正

／

／

『
八
百
八
後
家
／
ふ
し
穴
さ

「
近
頃
吉
田
書
店
よ
り
同

13

02

03

が
し
』『
後
の
月
見
』（
務
↑

書
（「
八
百
八
後
家
／
ふ
し

吉
田
書
店
）

穴
さ
が
し
」…

青
田
註
）

並
に
前
記
の
「
後
の
月
見
」

を
購
入
す
、
代
金
二
冊
に



39

て
十
二
円
と
は
高
価
と
云

ふ
可
し
、」

大
正

／

／

『
延
寿
清
話
』
を
創
刊
す
る
。

13

03

xx

大
正

／

／

袖
が
浦
細
見
記
﹇
亥
の
春
改

13

03

05

正
板
﹈（
務
↑
吉
田
書
店
）

大
正

／

／

吉
原
細
見
﹇
文
政
二
年
秋
板
﹈

13

05

10

（
務
↑
）

大
正

／

／

湯
朝
竹
山
人
を
識
る
。

13

10

xx

大
正

／

／

よ
し
原
細
見
記
﹇
明
治
廿
八

14

01

18

年
板
﹈（
務
↑
）

大
正

／

／

う
た
沢
社
主
催
・
大
阪
朝
日
新
聞
社
後
援
「
江
戸
音
曲
大
会
」（
於
・
大
阪
毎
日
新
聞
社
）
に
『
葉

14

01

27

う
た
虎
之
巻
』
二
十
枚
を
出
陳
。

大
正

／

／

三
田
村
鳶
魚
に
『
延
寿
清
話
』
送
る
。

14

03

09

大
正

／

／

三
田
村
鳶
魚
に
『
延
寿
清
話
』
送
る
。

14

05

22

大
正

／

／

『
拾
遺
枕
草
紙
花
街
抄
』（
務

巻
末
註
記
に
「
積
徳
堂
に

14

07

16

↑
積
徳
堂
）

て
金
三
十
円
、
大
正
十
四

年
七
月
十
六
日

金
十
円
昭

和
十
三
年
五
月
十
五
日
」

と
あ
り
。

大
正

／

／

細
見
（
務
↑
杉
本
梁
江
堂
）

「
杉
本
よ
り
無
名
の
細
見

14

08

17

一
冊
金
五
円
に
て
購
入
す
、

「
島
原
細
見
」
な
り
と
称

す
る
も
、
内
容
は
島
原
と

些
も
合
致
せ
ず
」

大
正

／

／

『
吉
原
出
世
鑑
』（
務
↑
鹿
田

「「
吉
原
出
世
鑑
」
を
二
十

14

09

19

書
店
）

円
に
て
鹿
田
よ
り
購
入

す
。」

大
正

／

／

同
年
月
現
在
、
彩
壺
会
会
員
。（
〜
昭
和

年

月
？
）

住
所
は
「
神
戸
市
上
筒
井

14

12

xx

04

12

通
七
ノ
九
〇
」
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大
正

／

／

湯
朝
観
明
の
案
内
で
三
田
村
鳶
魚
を
訪
問
。

15

03

16

大
正

／

／

菊
の
園
（
務
↑
）

「
江
戸
男
色
細
見
「
菊
の

15

03

31

園
」
写
本
を
金
十
五
円
に

て
購
入
す
、…

…

原
本
旧

蔵
者
豊
芥
子
の
書
入
に

…
…

」

大
正

／

／

大
阪
市
の
書
林
倶
楽
部
に
て
開
か
れ
た
書
史
会
主
催
虫
干
会
に
お
い
て
洒
落
本
を
出
展
。

15

08

15

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
『
雑
文
穿
袋
』
返
却
。

02

01

31

昭
和

／

／

大
正
天
皇
御
大
葬
に
際
し
、
俳
句
「
土
の
香
や
多
摩
の
陵
春
浅
き
」。

02

02

08

昭
和

／

／

石
川
巌
よ
り
異
本
吉
原
細
見
を
送
致
さ
る
。

02

06

03

昭
和

／

／

高
野
辰
之
に
『
色
里
名
取
川
』
を
貸
与
す
（
入
手
も
比
較
的
近
い
頃
か
）。『
日
本
歌
謡
集
成
』
第

『
色
里
名
取
川
』

03

xx

xx

巻
に
所
収
と
の
予
告
あ
り
。

7

昭
和

／

／

高
野
辰
之
に
『
笑
本
板
古
猫
』
を
謄
写
し
て
寄
贈
す
（
入
手
も
比
較
的
近
い
頃
か
）。『
日
本
歌
謡

『
笑
本
板
古
猫
』

03

xx

xx

集
成
』
第

巻
に
所
収
と
の
予
告
あ
り
。

9

昭
和

／

／

高
野
辰
之
に
宛
て
「
最
近
大
阪
で
伊
勢
音
頭
の
一
本
を
獲
得
し
た
」
云
々
と
知
ら
せ
る
。
務
作
成

03

xx

xx

の
「
二
見
真
砂
」
対
照
表
、「
大
阪
音
頭
」
正
誤
表
が
載
る
。
次
号
附
録
（
八
）
に
て
「
二
見
真

砂
の
補
遺
七
篇
」
が
務
よ
り
高
野
宛
に
寄
贈
さ
れ
掲
載
さ
る
。

昭
和

／

／

新
宿
細
見
（
務
↑
杉
本
梁
江

03

02

02

堂
）

昭
和

／

／

鳶
魚
に
吉
井
太
郎
『
淡
路
ト
西
宮
ニ
於
ケ
ル
人
形
操
ノ
調
査
』
送
る
。

03

05

10

昭
和

／

／

鳶
魚
に
『
西
宮
昔
噺
』
を
送
る
。

03

07

09

昭
和

／

／

大
阪
西
区
南
堀
江
の
書
林
倶
楽
部
に
て
開
催
さ
れ
た
「
古
書
趣
味
の
会
」
に
「
洒
落
本
十
種
」
を

03

08

12

出
展
。

昭
和

／

／

旅
先
の
城
崎
に
て
「
ほ
ぐ
の
ひ
ん
と
」（『
古
本
屋
』

）
脱
稿
。

04

02

03

7

昭
和

／

／

天
保
八
年
伊
勢
古
市
細
見
（
務

「
本
書
も
と
表
紙
に
は
「
天

04

07

28

↑
）

保
八
年
新
版
、
古
市
細
見

花
の
栞
、
柳
窓
春
門
画
」

と
記
せ
り
」
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昭
和

／

／

鳶
魚
に
原
稿
を
送
る
。

04

10

22

昭
和

／

／

湯
朝
竹
山
人
に
二
十
円
貸
与
。
狂
歌
「
赤
き
袖
の
裏
を
か
へ
し
て
二
十
円
つ
ま
は
か
さ
じ
と
二
渋

05

xx

xx

面
す
る
」。

昭
和

／

／

岡
田
某
か
ら
壺
入
酒
を
贈
ら
れ
、
狂
歌
「
壺
入
は
か
つ
た
も
の
ぞ
と
思
ひ
し
に
ま
け
て
も
ろ
た
と

05

xx

xx

聞
く
も
は
づ
か
し
」「
酒
な
れ
ば
お
足
と
ら
る
ゝ
ば
か
り
な
り
お
ふ
て
も
ろ
ふ
て
伊
丹
諸
白
」。

昭
和

／

／

多
田
琴
代
と
結
婚
か
。
世
話
に
な
っ
た
岡
田
に
、
狂
歌
「
つ
ま
ご
と
の
し
ら
べ
は
松
に
甲
斐
あ
り

05

xx

xx

て
嘉
納
と
聞
く
も
御
影
な
る
ら
ん
」
一
首
を
贈
る
。

昭
和

／

／

浜
口
雄
幸
内
閣
の
金
解
禁
を
祝
し
て
、
狂
歌
「
春
袋
あ
け
て
黄
金
を
み
ち
の
く
の
う
ま
と
し
聞
け

05

01

11

ば
は
ね
上
る
ら
ん
」。

昭
和

／

／

白
鶴
酒
造
よ
り
年
始
と
し
て
ひ
ね
り
餅
・
酒
粕
を
贈
ら
れ
た
礼
に
、
狂
歌
「
ひ
ね
り
餅
き
ゝ
酒
な

05

01

12

ど
ゝ
百
日
の
仕
込
を
す
る
は
と
じ
（
杜
氏
）
の
功
な
り
」、
俳
句
「
か
ず

く
の
心
尽
し
や
か
ず

な
ら
ぬ
身
に
も
賜
は
る
白
鶴
の
か
す
」
の
一
首
一
句
を
贈
る
。

昭
和

／

／

春
、
九
州
福
岡
に
出
向
く
石
川
巌
を
、
往
復
と
も
神
戸
に
て
、
菅
竹
浦
と
と
も
に
歓
待
。「
忍
頂

05

xx

xx

寺
兄
か
ら
は
軟
派
に
関
す
る
珍
書
を
食
傷
す
る
程
満
喫
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
は
九
大
の
失
望
を
此
所

で
医
せ
ら
れ
た
観
が
あ
つ
た
。」

昭
和

／

／

吉
田
長
祥
よ
り
胃
薬
「
友
愛
」
を
贈
ら
れ
た
礼
に
、
狂
歌
「

は

の
薬
で

と
い
ふ
君
の
恵
に

05

04

08

UI

E

A

ぞ
う
れ
し
き
」、
俳
句
「
神
薬
の
よ
ろ
こ
び
申
せ
雀
の
子
」
の
一
首
一
句
を
贈
る
。

O

昭
和

／

／

『
愛
書
趣
味
』
休
刊
号
贈
与
の
礼
と
し
て
、
斎
藤
昌
三
に
「
先
達
の
昼
寝
気
遣
は
し
雲
の
峰
」
の

05

05

04

一
句
を
贈
る
。

昭
和

／

／

城
崎
地
代
値
引
の
交
渉
に
際
し
て
、
狂
歌
「
一
割
や
薬
師
の
顔
を
立
て
ゝ
引
く
二
割
は
私
利
の
く

05

05

14

ら
い
観
音
」「
城
崎
は
御
苦
労
さ
ん
に
ナ
ア
あ
ん
た
土
地
ふ
る
は
ね
ば
地
ち
ん
払
は
ず
」
の
二
首

あ
り
。

昭
和

／

／

『
清
元
研
究
』
刊
行
。

05

05

15

昭
和

／

／

『
清
元
研
究
』
を
鳶
魚
に
送
る
。

05

05

22

昭
和

／

／

『
清
元
研
究
』
出
版
記
念
に
、
山
口
幸
三
郎
等
七
名
の
有
志
よ
り
象
牙
の
「
淡
路
静
村
文
庫
」
印

05

06

xx

一
顆
を
贈
ら
れ
、
狂
歌
「
賜
は
り
し
印
は
象
牙
の
粋
な
れ
ば
普
見
簿
冊
の
こ
し
に
押
さ
な
ん
」。

同
印
は
仙
台
忍
頂
寺
家
に
、
贈
呈
目
録
は
小
野
文
庫

に
現
存
。

476

昭
和

／

／

大
谷
正
信
（
号
、
繞
石
）
に
『
清
元
研
究
』
を
贈
り
、
俳
句
「
虫
干
に
ま
が
る
も
つ
ら
し
唄
の
本
」

05

06

02

の
一
句
と
そ
の
英
訳"A

t
S
um
m
er
A
iring

w
ill
bother

and
m
akes

m
e
sad

T
he
B
ook

of
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B
allad"

を
添
え
る
。
同
書
を
江
見
某
に
贈
る
に
際
し
て
は
、「
紙
魚
の
家
を
作
り
か
ね
て
や
老
日

永
」「
時
鳥
し
や
が
も
あ
り
け
り
唄
の
本
」「
つ
ま
へ
て
は
忘
る
ゝ
本
や
虫
払
ひ
」
の
三
句
と
各
句

英
訳
を
添
え
、
江
本
某
に
贈
る
に
「
か
み
な
り
の
姿
み
に
く
し
不
破
の
関
」
の
一
句
と
そ
の
英
訳

を
添
え
る
。
江
本
・
江
見
は
洲
本
中
学
同
窓
生
か
。

昭
和

／

／

務
、
南
木
芳
太
郎
に
会
見
。

05

06

04

昭
和

／

／

大
阪
新
聞
夕
刊
に
京
阪
神
に
於
け
る
文
献
の
研
究
家
と
し
て
、
名
を
連
ね
る
。「
洒
落
本
の
研
究—

05

06

24

忍
頂
寺
務
氏
」。

昭
和

／

／

辰
馬
保
険
争
議
の
仲
裁
人
伊
賀
歌
吉
に
、「
色
人
を
相
手
に
踊
れ
三
津
五
郎
」
の
一
句
を
添
え
て

05

08

21

『
清
元
研
究
』
を
贈
る
。

昭
和

／

／

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
城
崎
に
遊
び
、「
立
つ
秋
を
レ
ヨ
ン
の
財
布
緊
縮
す
」「
開
山
の
肌
を
さ
し
た

05

xx

xx

る
蚊
の
子
か
な
」「
此
村
の
ロ
マ
ン
ス
を
な
け
時
鳥
」
の
三
句
成
る
。

昭
和

／

／

石
川
巌
に
「
赤
本
の
長
者
に
な
れ
や
み
の
る
秋
」
の
一
句
を
贈
る
。

05

xx

xx

昭
和

／

／

務
書
状
が
南
木
芳
太
郎
の
も
と
に
届
く
。

05

11

28

昭
和

／

／

南
木
芳
太
郎
、
務
宛
に
書
簡
を
送
る
。

05

12

23

昭
和

／

／

南
木
芳
太
郎
に
湯
朝
竹
山
人
宿
所
不
明
の
旨
を
伝
え
る
。

05

12

25

昭
和

／

／

城
崎
に
遊
び
、
俳
句
「
数
え
足
ら
ぬ
黄
金
う
ら
め
し
除
夜
の
鐘
」「
年
の
瀬
や
黄
金
を
惜
む
町
の

05

12

31

人
」「
鴻
の
湯
や
時
雨
を
厭
ふ
湯
女
の
足
」
成
る
。

昭
和

／

／

浜
家
熊
雄
よ
り
、
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
唐
金
火
鉢
の
代
わ
り
に
支
那
火
鉢
を
贈
ら
れ
、
狂
歌
「
ハ

06

01

10

ツ
ト
リ
と
わ
れ
た
ミ
ヤ
ケ
の
か
ら
金
に
か
へ
て
た
ま
は
る
支
那
火
鉢
か
な
」。

昭
和

／

／

異
父
弟
誠
一
よ
り
寒
雉
子
二
羽
到
来
、
狂
歌
「
踊
ら
せ
て
高
麗
雉
子
を
あ
げ
ま
す
る
ナ
ト
リ
に
な

06

01

15

れ
ば
カ
ン
雉
子
と
い
へ
」
を
添
え
て
、
一
羽
を
浜
家
熊
雄
に
贈
る
。

昭
和

／

／

森
西
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
合
資
会
社
解
散
。
清
算
人
と
な
る
。（
昭
和

／

／

清
算
結
了
）

06

01

29

10

10

05

昭
和

／

／

岡
田
か
ら
白
鶴
の
酒
粕
を
贈
ら
れ
て
、
狂
歌
「
白
さ
ん
の
か
す
は
ね
よ
げ
に
見
ゆ
る
な
り
雪
の
膚

06

01

30

の
ぼ
つ
と
り
と
し
て
」「
白
さ
ん
の
か
す
み
に
酔
ひ
し
山
下
の
春
は
み
ぎ
よ
り
又
左
り
よ
り
」「
鴬

の
糞
な
ら
顔
へ
ぬ
り
て
見
ん
鶴
の
か
す
故
腹
に
の
り
せ
ん
」。

昭
和

／

／

『
上
方
』
第

号
の
礼
と
し
て
、
狂
歌
「
上
方
も
二
号
と
い
へ
ば
な
ま
め
か
し
天
下
茶
屋
で
は
名

06

02

14

2

題
も
の
に
て
」
を
南
木
芳
太
郎
に
贈
る
。

昭
和

／

／

長
女
出
生
。『
易
経
』「
日
月
麗
乎
天
。
百
穀
草
木
麗
乎
土
。
重
明
以
麗
乎
正
。
乃
化
成
天
下
」
を

06

03

xx
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典
拠
に
「
麗
子
」
と
命
名
。
狂
歌
「
天
に
麗
（
つ
）
き
あ
き
ら
か
な
れ
と
寿
ぎ
て
易
の
辞
を
名
に

与
へ
け
り
」。

昭
和

／

／

城
崎
に
遊
び
、
俳
句
「
冴
え
か
へ
る
腰
の
い
た
み
や
柳
の
湯
」
成
る
。

06

03

02

昭
和

／

／

野
崎
左
文
に
、
狂
歌
「
穴
ご
も
り
し
て
も
甲
羅
の
か
ゞ
や
き
て
き
や
う
か
に
深
く
の
こ
す
足
跡
」

06

03

23

の
一
首
を
贈
る
。

昭
和

／

／

江
見
某
に
、
俳
句
「
顔
を
か
く
す
御
屋
敷
さ
ま
や
春
の
雨
」
の
一
句
を
贈
る
。

06

03

31

昭
和

／

／

斎
藤
洲
司
に
「
栄
転
の
よ
ろ
こ
び
あ
れ
や
桜
鯛
」
の
一
句
を
贈
る
。

06

04

25

昭
和

／

／

横
田
某
の
次
男
逝
去
に
寄
せ
て
、「
い
と
し
子
は
南
無
と
ば
か
り
や
四
月
尽
」
他
四
句
の
俳
句
を

06

04

27

贈
る
。

昭
和

／

／

城
崎
に
遊
び
、「
一
の
湯
の
湯
女
見
に
行
か
ん
春
の
宵
」「
鶴
を
見
に
但
馬
の
旅
や
春
寒
き
」
の
二

06

04

30

句
成
る
。

昭
和

／

／

神
戸
陳
書
会
第
三
回
例
会
に
て
、
清
元
に
関
す
る
講
演
を
お
こ
な
う
。

06

05

xx

昭
和

／

／

浜
家
熊
雄
義
弟
の
結
婚
祝
と
し
て
、「
こ
の
蚊
帳
に
あ
ふ
る
ゝ
迄
や
め
を
と
鶴
」
の
一
句
と
蚊
帳

06

05

30

を
贈
る
。

昭
和

／

／

「
兵
庫
ぶ
し
目
録
」
に
関
す
る
調
査
を
行
う
（
対
象：

太
田
文
庫
、
禾
舟
文
庫
、
静
村
文
庫
、
山

06

07

xx

村
文
庫
）

昭
和

／

／

陳
書
会
会
員
と
し
て
会
員
名
簿
に
名
を
連
ね
る
。

神
戸
市
上
筒
井

居
所
は
名
簿
に
よ
る
。

06

08

07

通
七
丁
目
九
〇

昭
和

／

／

『
宮
ま
ゐ
り
吾
嬬
の
つ
と
』（
務

06

08

30

↑
梁
江
堂
）

昭
和

／

／

前
川
某
へ
「
傾
城
の
話
つ
き
せ
ぬ
夜
長
か
な
」
の
一
句
を
贈
る
。

06

09

11

昭
和

／

／

「
秋
風
や
白
き
鼻
毛
に
老
を
知
る
」「
金
の
な
き
但
馬
の
人
や
秋
の
雨
」
の
二
句
成
る
。
ま
た
、

06

10

11

こ
の
頃
、
城
崎
に
遊
び
、「
霧
の
海
か
す
か
に
見
ゆ
る
灯
火
を
そ
れ
ぞ
と
拝
む
温
泉
寺
山
」
の
一

首
成
る
。

昭
和

／

／

「
天
よ
し
」
に
て
夕
食
、「
秋
も
や
ゝ
さ
よ
り
の
味
の
細
か
な
る
」「
鰒
汁
に
人
を
誘
ふ
や
夕
時
雨
」

06

10

13

の
二
句
成
る
。

昭
和

／

／

某
人
に
「
恋
や
い
づ
こ
ロ
イ
ド
眼
鏡
に
秋
早
き
」
の
一
句
を
添
え
て
眼
鏡
を
贈
る
。

06

10

25
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昭
和

／

／

高
鍋
某
に
「
賢
人
の
冬
ご
も
り
し
て
須
磨
の
里
」
他
三
句
を
贈
る
。

06

11

13

昭
和

／

／

高
鍋
某
に
「
団
欒
の
夜
長
を
踊
る
子
供
か
な
」
の
一
句
を
贈
る
。

06

11

17

昭
和

／

／

浜
家
熊
雄
に
「
行
厨
に
日
影
み
じ
か
き
腹
か
げ
ん
」
の
一
句
、
石
川
巌
に
「
酔
人
の
羽
織
う
ら
や

06

11

21

む
案
山
子
か
な
」「
葦
の
花
を
吹
き
折
り
て
ま
た
秋
の
ゆ
く
」「
桑
の
葉
の
黄
な
る
も
わ
び
し
冬
近

き
」「
蕉
葉
に
音
た
て
ゝ
又
秋
の
行
く
」
の
四
句
を
贈
る
。

昭
和

／

／

横
山
伝
次
郎
の
逝
去
の
報
に
接
し
、
狂
歌
「
横
山
に
チ
ブ
ス
の
虫
が
取
つ
き
て
息
も
伝
次
郎
フ
ク

06

12

xx

マ
ク
る
し
き
」
一
首
成
る
。

昭
和

／

／

浜
家
熊
雄
の
代
理
と
し
て
、
川
畑
某
女
に
「
踏
ま
れ
て
も
ま
た
来
る
春
に
咲
き
出
で
ん
御
空
の
さ

06

12

12

だ
め
君
を
忘
れ
じ
」
他
五
首
を
贈
る
。

昭
和

／

／

全
快
内
祝
と
し
て
岡
田
よ
り
風
呂
敷
を
贈
ら
れ
、
狂
歌
「
ふ
ろ
し
き
の
包
む
に
余
る
喜
び
や
手
の

06

12

16

ま
ひ
足
の
舞
ひ
も
忘
れ
て
」
を
返
送
。

昭
和

／

／

神
戸
住
所
変
更
。

神
戸
市
葺
合
区

07

01

xx

上
筒
井
通
七
丁

目
九
〇

昭
和

／

／

申
年
に
あ
た
り
、
諸
式
高
騰
を
、
狂
歌
「
も
の
ゝ
ね
は
高
ま
が
原
の
か
み
ま
か
せ
黄
金
の
幣
も
見

07

01

01

ざ
る
年
に
て
」
と
詠
む
。

昭
和

／

／

津
村
秀
松
に
「
春
の
日
や
麗
ら
に
光
る
庭
の
石
」、
飯
島
花
月
に
「
春
を
ま
つ
大
樹
の
か
げ
を
掃

07

02

05

き
に
け
り
」
の
一
句
を
返
句
と
し
て
贈
る
。

昭
和

／

／

岡
田
某
よ
り
白
鶴
の
酒
粕
を
贈
ら
れ
て
、
狂
歌
「
酒
の
み
に
か
す
と
申
し
て
給
は
り
し
鶴
の
粕
こ

07

02

07

そ
酒
の
実
（
ミ
）
に
し
て
」。

昭
和

／

／

板
倉
某
（
号
、
無
底
）
の
司
法
代
書
士
停
止
に
、
狂
歌
「
道
楽
を
し
は
う
だ
い
書
の
板
倉
に
底
が

07

03

03

無
け
れ
ば
金
も
貸
さ
れ
ず
」。

昭
和

／

／

浜
家
熊
雄
義
妹
木
村
氏
の
出
産
に
あ
た
り
、
俳
句
「
初
の
子
の
春
や
鶴
亀
松
竹
梅
」「
軍
国
の
春

07

04

20

に
寿
ぐ
嫡
子
か
な
」
の
二
句
を
贈
る
。
川
島
右
次
に
「
富
貴
も
あ
り
冥
加
も
あ
れ
や
草
の
春
」
の

一
句
を
贈
る
。

昭
和

／

／

神
戸
大
倉
山
楠
寺
境
内
に
高
田
蝶
衣
句
碑
「
行
者
の
ぼ
り
し
足
跡
よ
り
ぞ
雪
と
く
る
」
建
立
、
昔

07

04

29

を
追
憶
し
、「
春
や
む
か
し
旅
に
興
ぜ
し
を
蝶
衣
仏
」
の
一
句
を
詠
む
。
北
摂
池
田
に
遊
び
、「
春

も
や
ゝ
呉
服
の
里
に
忍
ぶ
恋
」「
麗
人
の
指
や
小
鮎
の
塩
か
げ
ん
」
の
二
句
を
得
る
。
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昭
和

／

／

大
丸
事
件
に
際
し
、
俳
句
「
花
に
嵐
老
鶴
の
巣
に
歎
き
あ
り
」。

07

04

30

昭
和

／

／

鳶
魚
の
談
話
に
、
鳶
魚
の
師
は
佐
藤
牧
山
、
そ
の
享
年
九
十
五
と
聞
く
。
ま
た
、
当
年
、
水
谷
不

07

05

xx

倒
七
十
五
歳
、
坪
内
逍
遙
七
十
四
歳
、
笹
川
臨
風
六
十
三
歳
、
伊
原
青
々
園
六
十
三
歳
で
、
鳶
魚

自
身
も
六
十
三
歳
と
聞
く
。

昭
和

／

／

江
口
某
次
女
の
出
産
祝
に
、「
寿
を
申
す
御
家
や
八
重
霞
」
の
一
句
を
贈
る
。

07

05

05

昭
和

／

／

東
京
市
長
永
田
秀
次
郎
（
号
、
青
嵐
）
に
、「
江
都
一
の
市
長
を
ほ
め
よ
揚
雲
雀
」
の
一
句
を
呈

07

05

13

す
。

昭
和

／

／

岡
田
某
の
快
復
に
つ
き
、
医
師
原
田
某
に
「
友
の
病
あ
や
め
も
わ
か
ぬ
日
の
あ
り
し
」
の
一
句
を

07

05

13

添
え
て
礼
状
を
認
む
。

昭
和

／

／

京
都
賀
茂
の
葵
祭
を
拝
観
し
、「
遑
あ
れ
や
あ
ふ
ひ
祭
の
人
の
数
」「
扇
流
す
西
の
祭
や
嵐
山
」
の

07

05

15

二
句
を
得
る
。

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
細
見
図
返
還
。

07

06

01

昭
和

／

／

三
宮
で
鳶
魚
を
迎
え
会
食
。（
川
島
右
次
、
横
田
照
二
、
菅
稲
吉
）

07

06

06

昭
和

／

／

鳶
魚
見
送
り
。
鳶
魚
に
『
江
府
年
中
行
事
誌
』
送
る
。

07

06

07

昭
和

／

／

き
ぬ
ゑ
の
婚
姻
に
際
し
、「
様
は
百
ま
で
生
田
の
森
の
楠
若
葉
」
の
一
句
を
贈
る
。

07

06

10

昭
和

／

／

川
畑
某
女
に
ク
サ
ヤ
干
物
の
礼
と
し
て
、「
島
鰘
の
味
昼
寝
の
恋
も
消
ゆ
る
と
き
」
の
一
句
を
贈

07

06

25

る
。
ま
た
、
同
じ
こ
ろ
、
同
女
に
、
浜
家
熊
雄
の
代
わ
り
と
し
て
「
文
殻
の
煙
の
行
方
し
た
ひ
つ

ゝ
淡
路
島
山
あ
か
ず
な
が
め
ぬ
」「
と
け
し
な
く
又
い
と
ぼ
し
き
淡
路
人
我
に
は
断
え
ぬ
思
出
の

あ
る
」
の
二
首
、
柿
の
香
合
と
盆
の
礼
と
し
て
「
か
う
合
の
柿
色
な
る
も
は
づ
か
し
や
盆
の
月
ほ

ど
丸
く
得
納
め
で
」
の
一
首
を
贈
る
。

昭
和

／

／

富
山
の
木
村
省
三
よ
り
子
供
の
写
真
を
送
ら
れ
た
返
書
に
、「
鵬
の
子
の
飛
ぶ
日
を
ま
つ
や
夏
の

07

07

11

峯
」
の
一
句
を
贈
る
。

昭
和

／

／

鳶
魚
を
三
宮
で
出
迎
え
、
多
田
宅
、
午
後
に
吉
井
太
郎
を
訪
問
。
鳶
魚
に
『
武
庫
の
川
千
鳥
』
貸

07

07

19

す
。

昭
和

／

／

菅
と
鳶
魚
を
訪
問
し
、
石
割
を
訪
う
。
夜
、
満
韓
旅
行
帰
り
の
鳶
魚
の
歓
迎
会
を
兼
ね
た
陳
書
会

07

07

20

例
会
を
開
催
。
五
十
崎
夏
次
郎
、
南
木
芳
太
郎
、
太
田
睦
郎
、
川
島
右
次
ら
席
上
に
あ
り
。
鳶
魚

の
談
話
に
、
医
師
饗
庭
東
庭
は
饗
庭

篁
村
の
祖
先
に
あ
た
る
と
聞
く
。

昭
和

／

／

鳶
魚
同
道
に
て
宮
武
省
三
を
訪
問
。

07

07

22
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昭
和

／

／

鳶
魚
、
多
田
同
道
。

07

07

23

昭
和

／

／

野
崎
左
文
よ
り
団
扇
の
画
の
暑
中
見
舞
い
を
送
ら
れ
た
返
書
に
、「
絵
に
か
い
た
団
扇
の
風
も
な

07

07

28

つ
か
し
く
あ
つ
き
情
を
あ
ふ
ぎ
見
る
な
り
」
の
一
首
を
添
え
る
。

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
『
武
庫
の
川
千
鳥
』
返
却
。

07

08

12

昭
和

／

／

大
谷
正
信
（
号
、
繞
石
）
よ
り
『
繞
石
句
集
落
椿
』
を
贈
ら
れ
、
俳
句
「
拝
領
の
句
集
う
れ
し
き

小
野
文
庫

07

09

xx

231

夜
長
か
な
」。

昭
和

／

／

「
名
曲
鑑
賞
第
十
一
回
清
元
「
御
名
残
押
絵
交
張
」」
の
解
説
者
と
し
て
ラ
ジ
オ
に
出
演
。

07

09

04

昭
和

／

／

江
戸
銀
で
鈴
木
某
と
会
食
し
、「
勘
八
の
料
理
語
ら
ん
江
戸
の
秋
」「
平
目
の
さ
し
み
故
郷
を
語
る

07

09

05

秋
な
り
き
」
の
二
句
を
得
る
。

昭
和

／

／

鳶
魚
を
訪
問
、
不
会
。

07

09

08

昭
和

／

／

メ
ロ
ン
鑑
賞
会
の
礼
と
し
て
、
岡
田
に
「
お
く
さ
ま
の
つ
く
る
メ
ロ
ン
は
天
下
一
か
ゞ
み
に
う
つ

07

09

15

る
鼻
の
高
さ
よ
」
の
一
首
を
贈
る
。

昭
和

／

／

下
呂
温
泉
で
の
同
窓
会
に
不
参
の
旨
、
狂
歌
「
ひ
だ
の
湯
に
下
呂
と
い
ふ
名
も
い
と
は
し
や
ろ
も

07

09

23

じ
ゆ
も
じ
と
我
は
覚
え
て
」
一
首
を
添
え
て
申
し
送
る
。

昭
和

／

／

日
和
山
に
遊
び
、「
帆
の
見
え
ぬ
一
日
は
さ
び
し
秋
は
れ
て
」
の
一
句
を
得
る
。

07

09

30

昭
和

／

／

某
人
に
大
手
饅
頭
を
貰
い
、
俳
句
「
秋
ま
つ
り
村
に
は
古
き
見
世
の
あ
る
」。

07

10

19

昭
和

／

／

浜
家
熊
雄
に
「
白
い
か
の
酢
み
そ
に
話
す
冬
ど
な
り
」
の
一
句
を
贈
る
。

07

11

01

昭
和

／

／

木
村
省
三
よ
り
白
柿
を
贈
ら
れ
、
俳
句
「
白
柿
に
越
の
た
よ
り
や
冬
ご
も
り
」。

07

xx

xx

昭
和

／

／

洛
北
の
藤
井
紫
影
宅
を
訪
ね
、『
吉
原
大
豆
俵
』
を
借
り
る
。

07

12

16

昭
和

／

／

鳶
魚
に
『
心
中
二
十
種
』
送
る
。

07

12

19

昭
和

／

／

木
村
末
子
の
婚
礼
と
し
て
、「
様
と
契
る
末
は
八
千
代
の
玉
椿
」「
か
な
ふ
と
は
末
頼
も
し
き
辻
占

08

03

11

や
せ
一
さ
ん
に
誠
さ
ゝ
げ
て
」
の
一
句
一
首
を
添
え
て
椿
の
花
模
様
の
帯
地
を
贈
る
。

昭
和

／

／

藤
井
紫
影
、
潁
原
退
蔵
を
訪
問
、『
三
味
線
花
実
集
』
の
話
あ
り
。

08

03

12

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
著
書
恵
与
。

08

04

22

昭
和

／

／

海
軍
大
佐
高
鍋
三
吉
に
「
ほ
が
ら
か
に
う
た
ふ
春
な
り
須
磨
の
里
」
の
一
句
を
贈
る
。

08

04

24

昭
和

／

／

山
本
英
子
・
小
林
十
則
の
婚
姻
に
、
狂
歌
「
初
の
夜
に
わ
る
ゝ
も
う
れ
し
真
寸
鏡
と
つ
ぎ
合
せ
て

08

05

10

ま
る
き
契
り
ぞ
」「
十
則
の
お
き
て
守
り
て
家
を
興
し
世
に
も
英
で
よ
小
林
の
人
」
の
二
首
を
贈
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る
。

昭
和

／

／

『
遊
女
懐
中
洗
濯
』
江
戸
の

「「
遊
女
懐
中
﹇
フ
ト
コ
ロ
﹈

08

05

14

巻
（
務
↑
吉
田
書
店
）

洗
濯
」
五
冊
、
宝
永
年
間

の
版
な
り
と
「
日
本
小
説

年
表
」
に
記
さ
る
。
今
度

吉
田
書
店
よ
り
そ
の
中
の

江
戸
の
巻
一
冊
を
購
入

す
。」
と
あ
り
。

昭
和

／

／

甲
府
細
見
（
務
↑
吉
田
書
店
）

08

05

18

昭
和

／

／

小
林
十
則
に
「
新
妻
も
こ
も
る
春
な
り
鶴
の
宿
」
の
一
句
を
贈
る
。
住
吉
大
社
御
文
庫
を
見
て
、

08

06

05

「
御
文
庫
は
幾
世
栄
え
て
松
の
花
」
の
一
句
を
得
る
。

昭
和

／

／

大
丸
副
支
店
長
深
堀
某
の
葬
儀
に
際
し
、「
安
中
の
人
弔
へ
や
時
鳥
」
の
一
句
を
詠
む
。

08

06

16

昭
和

／

／

鹿
田
静
七
の
逝
去
に
、
俳
句
「
思
ひ
出
の
左
筆
も
悲
し
落
し
文
」。

08

06

23

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
『
淡
国
通
記
』
送
付
。

08

07

24

昭
和

／

／

駒
田
彦
之
丞
よ
り
『
侗
斎
文
集
』
下
賜
、「
う
れ
し
さ
に
繙
く
文
も
夜
長
に
て
」
の
一
句
を
得
る
。

08

09

21

昭
和

／

／

藤
井
行
雄
の
長
男
出
征
中
の
逝
去
に
接
し
、「
子
に
思
ひ
残
し
て
つ
ば
め
帰
る
ら
ん
」
の
一
句
を

08

10

11

詠
む
。

昭
和

／

／

神
戸
港
祭
に
遊
び
、「
津
の
七
野
街
に
成
り
す
ゝ
き
名
に
残
る
」
の
一
句
を
得
る
。『
花
月
随
筆
』

小
野
文
庫

08

11

07

185

寄
贈
の
礼
に
、
信
州
上
田
飯
島
家
に
「
炉
ひ
ら
け
ば
老
翁
ゐ
ま
す
が
如
く
な
り
」
の
一
句
を
贈
る
。

昭
和

／

／

大
谷
正
信
（
号
、
繞
石
）
広
島
で
逝
去
、
追
悼
に
「
経
を
よ
む
鴫
の
涙
も
新
た
な
る
」
の
一
句
を

08

11

17

詠
む
。

昭
和

／

／

前
川
清
二
に
「
瑾
言
の
腸
に
し
む
海
鼠
か
な
」
の
一
句
を
贈
る
。

08

11

25

昭
和

／

／

「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
の
歌
題
で
、
狂
歌
「
サ
ラ
リ

く
か
ね
て
積
ら
ぬ
笹
の
雪
さ
ゝ
な
く
鳥
の
足

08

12

xx

に
消
え
つ
ゝ
」「
月
き
ふ
で
つ
る

く
て
ん
と
舞
ひ
な
が
ら
ま
た
せ
ん
年
の
風
雲
を
ま
つ
」
の
二

首
成
る
。

昭
和

／

／

「
春
は
ご
ざ
れ
皇
子
あ
も
り
ま
す
東
海
に
」「
天
つ
日
高
寿
詞
に
栄
え
て
富
士
の
雪
」
の
二
句
成

08

12

23

る
。

昭
和

／

／

東
京
転
居
に
つ
き
、
陳
書
会
同
人
有
志
の
発
起
で
、
神
戸
市
栄
町
二
丁
目
の
東
月
に
て
送
別
会
が

09

01

24
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催
さ
れ
る
。
出
席
者
二
十
余
名
。
俳
句
「
出
代
り
や
お
江
戸
に
う
と
き
島
男
」。

昭
和

／

／

英
十
三
と
面
会
、
一
中
節
・
河
東
節
・
清
元
に
お
け
る
合
い
の
手
に
関
し
て
談
話
。

09

02

xx

昭
和

／

／

高
岸
拓
川
と
面
会
。
三
番
叟
の
西
蔵
（
チ
ベ
ッ
ト
）
伝
来
に
つ
い
て
、
河
口
慧
海
よ
り
先
に
佐
々

09

02

xx

木
照
二
が
明
治
三
十
九
年
五
月
二
十
五
日
付
「
二
六
新
報
」
に
発
表
し
て
い
た
こ
と
を
め
ぐ
り
、

談
話
。

昭
和

／

／

城
崎
の
某
人
に
「
東
な
る
江
戸
の
浄
る
り
忘
れ
て
も
願
へ
薬
師
の
瑠
璃
の
浄
土
を
」
の
一
首
を
贈

09

02

01

る
。

昭
和

／

／

東
京
勤
務
に
伴
い
転
居
。（
〜
昭
和

／

）
出
立
時
の
俳
句
「
出
代
り
や
汽
車
に
て
急
ぐ
東
海

「〔
忍
頂
寺
務
略
年
譜
〕」（
小

09

02

03

12

03

道
」「
都
入
り
の
今
宵
は
う
れ
し
春
の
宵
」。

野
文
庫

）
で
は
、
東
京

474

在
勤
を
昭
和

年

月
ま

11

3

で
と
す
る
が
、
誤
り
か
。

書
簡
の
宛
先
住
所
等
に
よ

っ
て
改
め
る
。

昭
和

／

／

上
京
、
鳶
魚
を
訪
う
。
東
京
で
の
仮
寓
を
菊
富
士
ホ
テ
ル
に
定
め
る
。

東
京
市
本
郷
区

09

02

05

菊
坂
町
菊
富
士

ホ
テ
ル
↓
東
京

市
牛
込
区
市
ヶ

谷
本
村
町
三
十

五
番
地

昭
和

／

／

某
人
に
「
松
か
げ
に
寒
さ
を
い
と
へ
鶴
の
宿
」
の
一
句
を
贈
る
。

仮
寓
先
の
菊
富
士
ホ
テ
ル

09

02

06

で
の
句
か
。

昭
和

／

／

浜
家
熊
雄
に
「
佃
煮
に
小
魚
を
あ
さ
る
春
寒
き
」
の
一
句
を
添
え
て
佃
煮
を
贈
る
。

09

02

11

昭
和

／

／

西
鶴
輪
講
会
参
加
。
文
反
古
一
。
鳶
魚
、
木
村
捨
三
、
間
民
夫
、
森
銑
三
、
野
々
村
戎
三
、
柴
田

09

02

18

泰
助
。

昭
和

／

／

東
京
出
遊
を
記
念
し
て
『
潮
来
舟
』
を
著
す
。
知
人
に
配
布
せ
ん
た
め
。

09

03

xx

昭
和

／

／

合
資
会
社
ギ
ル
商
会
設
立
に
従
事
。

09

03

07

昭
和

／

／

家
族
を
迎
え
に
神
戸
に
下
る
。
夜
、
東
京
駅
で
坂
井
華
渓
と
偶
然
遭
遇
し
、
寝
台
列
車
に
同
乗
、

神
戸

09

03

23

食
堂
車
で
痛
飲
す
る
。

昭
和

／

／

家
族
を
連
れ
て
東
京
へ
出
発
。
見
送
り
の
人
々
、
小
坂
・
松
村
・
梶
原
・
岡
松
・
横
田
・
西
尾
・

東
京

09

03

25
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高
鍋
・
浜
家
・
木
村
・
藤
谷
・
加
納
・
岡
田
・
江
見
・
斎
藤
・
木
村
・
忍
頂
寺
・
多
田
・
藤
井
・

中
村
・
菅
・
長
岡
・
堀
本
・
宮
崎
・
笹
山
。

昭
和

／

／

愛
庵
会
（
神
戸
高
等
商
業
学
校
初
代
校
長
水
島
銕
也
顕
彰
会
）
へ
の
入
会
を
断
り
、
一
句
「
煎
餅

09

05

xx

の
し
め
る
う
ら
み
や
五
月
雨
」。

昭
和

／

／

陸
軍
大
佐
高
鍋
三
吉
に
「
初
秋
や
淡
路
の
人
の
帰
り
行
く
」
の
一
句
を
贈
る
。

09

08

26

昭
和

／

／

鳶
魚
を
訪
う
。
半
日
閑
話
。

09

09

09

昭
和

／

／

鳶
魚
来
。『
潮
来
舟
』
渡
す
。

09

09

23

昭
和

／

／

高
岸
拓
川
に
、「
眼
に
う
つ
る
故
郷
の
山
や
茸
の
味
」「
松
茸
に
勇
健
と
か
く
便
り
か
な
」
の
二
句

09

10

xx

を
添
え
て
松
茸
を
贈
る
。

昭
和

／

／

横
田
照
二
に
、
病
気
見
舞
と
し
て
「
長
養
の
秘
策
も
あ
り
て
菊
の
露
」
の
一
句
を
贈
る
。

09

10

xx

昭
和

／

／

同
年

月
上
京
後
、

ヶ
月
の
間
に
数
多
の
書
物
を
入
手
。
そ
の
う
ち
の
珍
な
る
も
の
が
「
朱
雀

『
朱
雀
遠
目
鏡
跡
追
』
巻
二

09

12

xx

2

10

遠
目
鏡
跡
追
」。

昭
和

／

／

「
こ
の
春
も
め
で
た
や
千
代
の
小
豆
餅
」
の
一
句
を
添
え
て
、
高
岸
拓
川
に
年
始
の
礼
と
し
て
餅

09

12

31

を
贈
る
。

昭
和

／

／

『
色
里
迦
陵
頻
』『
吉
原
下
職

10

xx

xx

原
』『
八
曲
筺
掛
絵
』（
務
↑
）

（『
新
道
行
揃
』『
千
朴
秘
曲

集
』『
都
羽
二
重
懐
中
扇
』
も

同
時
期
か
？
）

昭
和

／

／

淡
路
由
良
の
人
に
「
短
夜
の
夢
に
も
通
へ
沼
島
女
郎
」「
瀬
多
川
や
舟
を
流
し
て
蜆
と
る
」
の
二

10

xx

xx

句
を
贈
る
。

昭
和

／

／

大
内
兵
衛
兄
山
口
敬
堂
の
長
寿
を
祝
い
、「
古
稀
に
喜
に
米
も
祝
へ
や
長
き
春
」
の
一
句
を
贈
る
。

10

01

07

昭
和

／

／

横
田
照
二
に
「
冬
山
や
穂
高
の
神
に
誘
は
れ
て
」
の
一
句
を
添
え
て
絵
葉
書
を
送
る
。

10

01

09

昭
和

／

／

河
本
某
へ
「
紙
魚
の
喰
む
に
任
せ
て
う
れ
し
古
法
帖
」
の
一
句
を
贈
る
。
某
人
へ
宛
て
た
慰
問
袋

10

01

24

に
「
鉄
砲
の
凍
る
寒
さ
を
語
り
け
り
」
の
一
句
を
記
す
。

昭
和

／

／

川
島
右
次
に
「
売
り
も
の
は
霞
の
衣
春
の
宵
」
の
一
句
を
添
え
て
絵
葉
書
を
送
る
。

10

01

29

昭
和

／

／

柏
木
潤
三
を
訪
問
し
、「
み
む
す
日
の
神
の
み
た
ま
に
な
れ
る
身
を
は
か
な
き
か
ず
に
思
ひ
捨
め

10

02

17

や

重
胤
」
と
書
し
た
鈴
木
重
胤
の
軸
物
一
見
。
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昭
和

／

／

『
俳
諧
志
都
織
』（
務
↑
仲
野

10

05

xx

安
雄
翁
旧
蔵
書
入
札
）

昭
和

／

／

野
崎
左
文
逝
去
に
際
し
、
狂
歌
「
な
む
あ
み
だ
南
無
な
み
だ
に
て
拝
む
な
り
お
経
の
あ
と
は
狂
歌

10

06

08

ま
じ
り
に
」
と
詠
む
。

昭
和

／

／

鳶
魚
を
訪
う
、
不
会
。
夜
、
鳶
魚
来
る
。

10

07

14

昭
和

／

／

午
後
二
時
、
鳶
魚
を
訪
う
。
閑
談
、
九
時
に
及
ぶ
。

10

09

15

昭
和

／

／

神
戸
行
、
二
十
四
日
、
東
京
に
戻
る
。

10

09

21

昭
和

／

／

三
田
村
鳶
魚
と
談
話
。
元
文
年
間
の
堀
尾
新
九
郎
守
保
は
耳
鳥
斎
の
先
蹤
と
い
う
。

10

10

xx

昭
和

／

／

高
岸
拓
川
に
「
き
び
餅
に
胡
国
の
冬
の
早
か
り
き
」
の
一
句
を
添
え
て
高
梁
餅
を
贈
る
。

10

10

10

昭
和

／

／

図
書
寮
に
樹
下
快
淳
を
訪
問
。

10

10

18

昭
和

／

／

不
在
中
、
鳶
魚
来
。

10

10

31

昭
和

／

／

鳶
魚
来
る
。
瓦
版
十
点
貸
す
。

10

11

10

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
瓦
版
一
点
届
け
る
。

10

11

15

昭
和

／

／

高
岸
拓
川
に
「
健
啖
の
客
う
ら
や
ま
し
年
忘
れ
」
の
一
句
を
贈
る
。

10

12

xx

昭
和

／

／

横
田
照
二
に
「
団
欒
に
ユ
ハ
イ
ム
の
菓
子
や
春
近
き
」
の
一
句
を
贈
る
。

10

12

xx

昭
和

／

／

「
市
川
団
十
郎
関
係
の
書
物
を
、
こ
こ

年
余
心
が
け
て
蒐
集
」

『
八
日
目
華
』（
務
↑
）（
先

11

xx

xx

20

年
は
『
遠
々
み
ま
す
』『
し
も

ふ
さ
身
旅
喰
』
を
得
る
）

昭
和

／

／

題
「
海
上
雲
遠
」
の
歳
旦
吟
「
大
海
を
指
ざ
す
神
や
初
日
影
」。

11

01

xx

昭
和

／

／

田
中
治
之
助
こ
と
英
十
三
と
、
一
中
節
・
河
東
節
の
節
付
や
、
松
本
交
山
・
石
井
仏
心
・
石
井
柏

11

01

19

亭
等
の
江
戸
画
人
を
め
ぐ
っ
て
談
話
。

昭
和

／

／

田
中
治
之
助
こ
と
英
十
三
に
、
先
日
の
礼
と
し
て
「
獅
子
舞
に
鰭
酒
た
ま
は
る
遊
び
か
な
」
の
一

11

01

22

句
を
贈
る
。

昭
和

／

／

「
蝶
衣
の
幼
き
こ
ろ
」
執
筆
。

11

01

26

昭
和

／

／

鳶
魚
来
る
。
瓦
版
十
一
点
返
却
。『
下
職
原
』
の
写
し
を
貸
す
。

11

01

28

昭
和

／

／

「
蝶
衣
の
幼
き
こ
ろ
」、『
ひ
む
ろ
』
掲
載
。

11

02

01
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昭
和

／

／

鳶
魚
来
る
。『
下
職
原
』
返
却
、『
呼
子
鳥
』『
大
豆
俵
』（
と
も
に
写
本
）
貸
す
。

11

02

16

昭
和

／

／

鳶
魚
来
る
。『
呼
子
鳥
』『
大
豆
俵
』
返
却
。
三
茶
三
幅
一
対
を
貸
す
。

11

02

22

昭
和

／

／

鳶
魚
来
る
。
ハ
ア
ロ
ッ
ト
氏
へ
の
問
い
合
わ
せ
を
頼
ま
れ
る
。『
遊
所
甚
孝
記
』『
全
盛
名
所
鑑
』

11

03

01

『
三
茶
三
幅
一
対
』『
傾
国
乱
髪
』
貸
す
。

昭
和

／

／

鳶
魚
来
る
。
神
戸
よ
り
の
来
書
の
訳
を
頼
ま
れ
る
。『
全
盛
名
所
鑑
』『
三
茶
三
幅
一
対
』
返
却
。

11

03

04

昭
和

／

／

横
田
照
二
に
「
戒
厳
の
都
大
路
や
春
寒
き
」
の
一
句
を
贈
る
。

11

03

05

昭
和

／

／

夜
、
鳶
魚
来
る
。『
梅
の
春
』
を
三
絃
に
か
か
る
よ
う
英
訳
せ
し
話
を
す
る
。

11

03

06

昭
和

／

／

鳶
魚
、
山
田
清
作
来
る
。『
い
と
な
み
六
方
』『
色
男
栄
万
歳
』
貸
す
。

11

03

15

昭
和

／

／

木
村
照
子
の
婚
礼
に
、
隆
達
古
意
に
な
ら
っ
て
「
様
は
い
づ
る
日
春
の
庭
に
照
る
心
う
れ
し
」
の

11

04

23

一
句
を
贈
る
。

昭
和

／

／

鳶
魚
来
る
。『
遊
所
甚
孝
記
』『
傾
国
乱
髪
』
返
却
。『
吉
原
下
職
原
』『
新
や
く
は
ら
い
』『
十
二

11

05

05

段
』
貸
す
。

昭
和

／

／

鳶
魚
来
る
。『
吉
原
下
職
原
』『
新
や
く
は
ら
い
』『
十
二
段
』
返
却
。

11

05

14

昭
和

／

／

鳶
魚
を
訪
う
。
延
享
細
見
借
り
る
。

11

05

26

昭
和

／

／

鳶
魚
を
訪
う
。
不
逢
。
延
享
細
見
返
す
。

11

06

06

昭
和

／

／

高
岸
拓
川
に
「
麦
秋
や
八
つ
茶
の
菜
に
山
椒
こ
ぶ
」
の
一
句
を
贈
る
。

11

06

10

昭
和

／

／

夜
、
鳶
魚
来
る
。
瓦
版
二
点
返
却
、
新
た
に
五
点
貸
す
。

11

06

14

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
、
せ
つ
女
を
し
て
瓦
版
返
却
。『
洞
房
古
鑑
』、
宝
暦
細
見
、
延
享
細
見
六
冊
を
貸
与
せ

11

06

15

ら
る
。

昭
和

／

／

鳶
魚
を
訪
う
。
細
見
返
す
。

11

07

01

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
貸
借
の
『
洞
房
古
鑑
』、
謄
写
し
終
わ
る
。

11

08

15

昭
和

／

／

鳶
魚
を
訪
う
。『
洞
房
古
鑑
』
返
す
。『
吉
原
規
言
証
文
』『
酔
間
漫
語
』
を
借
り
る
。『
吉
原
六
方
』

11

08

18

返
却
。

昭
和

／

／

夜
、
鳶
魚
を
訪
う
。『
竜
宮
船
』『
淡
路
詞
』『
富
士
の
袖
』
貸
す
。『
淡
路
詞
』
は
そ
の
場
で
鳶
魚

11

10

04

書
写
。

昭
和

／

／

高
岸
拓
川
逝
去
の
報
に
接
す
。

11

10

10
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昭
和

／

／

歳
暮
吟
「
凩
や
石
の
舗
道
に
吹
き
す
さ
む
」「
凩
や
蓑
虫
の
巣
の
顛
倒
す
」「
毎
日
に
逐
は
れ
て
遂

11

12

xx

に
年
暮
る
ゝ
」「
犬
小
屋
に
松
飾
り
す
る
翁
か
な
」「
松
飾
り
今
日
無
事
の
住
居
か
な
」「
大
道
の

靴
に
ふ
ま
る
ゝ
落
葉
か
な
」「
大
江
戸
の
名
残
や
庭
に
白
椿
」。

昭
和

／

／

父
の
墓
参
の
た
め
淡
路
志
筑
へ
帰
省
し
、「
故
郷
は
仏
ば
か
り
や
冬
の
月
」
の
一
句
あ
り
。

12

xx

xx

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
細
見
一
冊
、『
竜
宮
船
』
四
冊
、『
題
詠
詞
』
一
冊
返
送
。
鳶
魚
書
写
の
『
露
殿
物
語
』

12

02

02

借
り
る
。

昭
和

／

／

鳶
魚
に
天
明
細
見
に
つ
い
て
書
を
送
る
。

12

02

15

昭
和

／

／

鳶
魚
を
訪
う
。『
露
殿
物
語
』
返
す
。
享
保
細
見
借
り
る
。

12

02

27

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
裏
打
ち
用
の
紙
見
本
送
る
。

12

03

07

昭
和

／

／

八
重
を
連
れ
て
鳶
魚
来
る
。『
甚
孝
記
』
を
遣
る
。

12

03

09

昭
和

／

／

東
京
を
去
り
、
帰
郷
。
そ
の
前
に
鳶
魚
を
訪
う
。

12

03

28

昭
和

／

／

神
戸
市
灘
区
に
転
居
。。（
灘
区
在
は
昭
和

／

頃
ま
で
）
「
思
ひ
出
の
唄
も
あ
り
な
ん
帰
る

神
戸
市
灘
区
篠

12

03

29

20

08

雁
」「
春
未
し
小
鳥
の
餌
の
乏
し
く
て
」「
顧
み
て
ほ
ゝ
ゑ
む
人
や
朧
月
」
の
句
あ
り
。

原
南
町
三
丁
目

四
七
五
ノ
三
一

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
手
製
の
煮
山
椒
送
る
。

12

05

21

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
吉
原
の
長
屋
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
る
。

12

07

17

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
吉
原
の
長
屋
に
つ
い
て
返
書
。

12

07

19

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
書
。『
江
戸
自
慢
』『
切
見
世
さ
ん
け
』
同
封
。

12

08

01

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
書
。

12

08

02

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
『
翠
箔
志
』
送
付
。

12

08

24

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
『
翠
箔
志
』
帰
り
来
る
。

12

08

27

昭
和

／

／

御
影
町
の
前
川
清
二
邸
で
開
か
れ
た
陳
書
会
例
会
に
、
最
近
入
手
し
た
『
み
ち
の
か
た
ち
』
を
出

『
み
ち
の
か
た
ち
』（
務
↑
）

12

09

xx

品
。
そ
の
ま
ま
前
川
清
二
に
貸
与
。

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
『
金
銀
御
製
造
扣
』『
陳
書
』『
神
戸
事
変
と
滝
善
三
郎
』
郵
送
。

12

09

04

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
『
御
製
造
扣
』『
切
見
世
さ
ん
け
』
細
見
返
送
。
調
べ
物
一
綴
送
ら
れ
る
。

12

09

16

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
『
価
帖
独
案
内
』『
仮
宅
色
歌
仙
』、
値
段
付
安
永
細
見
二
冊
、
天
明
細
見
二
冊
送
付
。

12

09

24



53

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
貸
与
の
物
返
却
。

12

09

28

昭
和

／

／

坂
井
華
渓
に
「
落
葉
低
く
庭
に
舞
ひ
あ
り
留
守
に
し
て
」「
横
を
切
る
女
を
恨
む
夜
長
か
な
」
の

12

11

xx

二
句
を
贈
る
。

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
珍
書
四
点
送
付
。

13

03

19

昭
和

／

／

『
久
恒
翁
採
存
』（
務
↓
神
戸

13

04

09

市
立
図
書
館
）

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
木
芽
つ
く
だ
に
贈
与
。

13

04

18

昭
和

／

／

『
阿
淡
譚
叢
』『
潮
来
舟
』『
武

13

05

11

家
義
理
物
語
輪
講
』『
心
中
く

ど
き
二
十
種
』『
吉
原
下
識
原
』

他
、
計

点
（
務
↓
神
戸
市

15

立
図
書
館
）

昭
和

／

／

『
蔵
春
洞
書
目
解
題
』『
校
訂

13

05

31

播
姫
太
平
記
』『
近
代
歌
謡

上
方
踊
口
説
集

目
次
』
他
、

計

点
（
務
↓
神
戸
市
立
図

20
書
館
）

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
珍
書
四
点
返
送
。

13

06

06

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
『
御
為
替
方
月
勘
定
之
留
』『
白
門
新
柳
記
』
送
付
。

13

06

29

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
洪
水
見
舞
い
。

13

07

06

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
無
難
の
返
書
。

13

07

09

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
聖
徳
太
子
の
画
葉
書
。

13

07

26

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
本
二
冊
返
却
。

13

08

08

昭
和

／

／

『
横
浜
往
来
』『
紅
蘭
遺
稿
』

13

09

01

他
、
計

点
（
務
↓
神
戸
市

14

立
図
書
館
）

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
十
九
日
の
神
戸
陳
書
会
へ
の
参
加
を
問
う
。
鳶
魚
十
九
日
に
東
京
発
ゆ
え
無
理
と
の
由
。

13

10

16

昭
和

／

／

在
関
西
の
鳶
魚
を
訪
う
。

13

11

12
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昭
和

／

／

『
写
本
兵
庫
く
ど
き
』『
校
本

13

11

26

兵
庫
く
ど
き
』（
務
↓
神
戸
市

立
図
書
館
）

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
『
北
里
通
』『
繁
鶴
心
中
』
を
送
る
。

13

12

13

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
『
吉
原
通
』
返
送
。『
富
士
の
袖
』
借
り
る
。

13

12

14

昭
和

／

／

神
戸
陳
書
会
・
例
会
に
出
席
。（
於
・
御
影
前
川
邸
）

14

01

29

昭
和

／

／

親
戚
の
子
供
の
高
等
学
校
へ
の
入
学
の
た
め
上
京
。
夜
、
鳶
魚
を
訪
う
。
馬
琴
作
『
北
国
順
礼
唄

14

03

10

方
便
』
貸
す
。

昭
和

／

／

鳶
魚
経
由
で
山
田
氏
よ
り
『
椎
園
』
三
冊
届
く
。

14

03

15

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
十
円
返
金
。
残
り
七
十
円
な
り
。

14

03

16

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
江
戸
図
彙
の
挿
し
絵
候
補
送
る
。

14

03

20

昭
和

／

／

浜
家
熊
雄
が
鳶
魚
を
訪
う
に
手
紙
を
書
く
。

14

03

26

昭
和

／

／

『
江
戸
読
本
』
世
話
人
（
笹
本
寅
）
来
訪
、
同
誌
連
載
「
江
戸
図
彙
」
の
材
料
数
点
を
借
る
。

14

04

xx

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
上
京
の
由
、
書
を
送
る
。

14

04

05

昭
和

／

／

浜
家
氏
子
息
同
道
に
て
鳶
魚
を
訪
う
。

14

04

06

昭
和

／

／

野
々
村
氏
同
道
に
て
鳶
魚
を
訪
う
。

14

04

07

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
書
物
五
点
。

14

04

28

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
木
の
め
の
佃
煮
送
る
。

14

04

29

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
『
清
元
研
究
』
原
稿
送
る
。

14

04

30

昭
和

／

／

安
井
某
に
、
杉
の
実
の
礼
と
し
て
「
母
の
里
に
来
て
杉
の
実
を
な
つ
か
し
む
」
の
一
句
を
贈
る
。

14

05

xx

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
新
刊
一
冊
恵
与
。

14

05

13

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
『
清
元
研
究
』『
七
遊
談
』
送
る
。

14

05

22

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
書
一
冊
。

14

05

30

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
木
の
芽
の
佃
煮
送
る
。

14

06

02

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
返
金
。
残
り
五
十
円
。

14

06

21
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昭
和

／

／

鳶
魚
へ
チ
ヤ
ラ
金
二
片
送
付
。

14

07

02

昭
和

／

／

『
白
山
颪
』
他
、
計

点
（
務

14

07

24

4

↓
神
戸
市
立
図
書
館
）

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
江
戸
図
彙
、
間
に
合
わ
ぬ
由
申
し
送
る
。

14

08

23

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
百
足
小
判
等
郵
送
。

14

08

27

昭
和

／

／

合
資
会
社
ギ
ル
商
会
出
資
金
一
万
円
有
限
責
任
社
員
と
な
る
。

14

09

12

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
『
潮
来
舟
』
送
る
。『
中
古
風
俗
志
』
の
こ
と
申
し
送
る
。

14

09

14

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
『
遊
婦
里
会
談
』『
志
家
位
名
見
』『
百
人
一
首
』『
都
々
逸
つ
ゑ
』『
北
国
順
礼
唄
方
便
』

14

09

17

『
仕
方
俳
諧
』
返
却
。

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
『
清
元
研
究
』
原
稿
送
る
。

14

09

28

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
『
七
遊
談
』
一
冊
、『
吉
原
大
黒
舞
』
一
冊
返
送
。

14

10

22

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
書
。
来
月
十
日
上
京
。

14

10

30

昭
和

／

／

上
京
。

14

11

10

昭
和

／

／

鳶
魚
を
訪
う
。
浜
家
熊
雄
同
道
。

14

11

11

昭
和

／

／

白
地
手
形
の
訴
訟
に
勝
利
し
、「
勝
瑞
の
や
き
も
の
は
も
と
白
地
に
て
焼
け
た
手
形
の
跡
を
眠
平
」

15

xx

xx

の
狂
歌
を
田
中
栞
に
示
す
。

昭
和

／

／

こ
の
年
、「
坂
八
里
行
者
の
宿
や
蕎
麦
の
花
」「
遠
近
の
山
時
雨
行
く
午
下
り
」「
サ
ー
カ
ス
の
小

15

xx

xx

屋
に
時
雨
る
ゝ
一
日
か
な
」「
小
冠
者
の
魚
呼
ぶ
声
や
夏
の
朝
」「
夏
山
や
虹
の
尾
を
ふ
む
は
か
り

ご
と
」
の
五
句
成
る
。

昭
和

／

／

『
流
行
吾
妻
唄
』
他

冊
（
務

15

01

23

34

↓
神
戸
市
立
図
書
館
）

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
『
歌
野
二
娼
』、
享
保
十
四
、
十
五
年
細
見
の
問
い
合
わ
せ
。

15

02

02

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
『
女
意
亭
有
噺
』『
男
女
不
躾
形
』『
諸
国
色
里
帖
独
案
内
』
貸
す
。

15

02

28

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
三
冊
返
却
。

15

03

04

昭
和

／

／

い
た
こ
唄
本

冊
、
洒
落
本

15

03

06

15

冊
、
都
踊
り

冊
、
『
誉

10

2

の
魁
』

冊
、
題
箋
大
中
小

2
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枚
（
務
↑
三
村
書
店
）

150

昭
和

／

／

夜
、
鳶
魚
を
訪
う
。
蜀
山
人
の
『
会
計
私
記
』
貸
す
。

15

03

22

昭
和

／

／

神
戸
中
央
土
地
建
物
株
式
会
社
取
締
役
と
な
る
。

15

04

xx

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
享
保
細
見
二
冊
貸
す
。

15

04

05

昭
和

／

／

『
狂
歌
百
人
一
首
』
他

冊

15

04

19

48

（
務
↓
神
戸
市
立
図
書
館
）

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
享
保
細
見
二
冊
返
却
。

15

05

09

昭
和

／

／

神
経
衰
弱
の
気
味
な
る
を
鳶
魚
へ
書
き
送
る
。

15

06

12

昭
和

／

／

「
竹
外
と
雲
如
」（『
陳
書
』

）
脱
稿
。

15

12

xx

12

昭
和

／

／

小
野
弘
・
麗
子
の
長
男
と
し
て
初
孫
恵
嗣
誕
生
。

15

12

30

昭
和

／

／

こ
の
年
、「
大
農
に
褒
状
賜
は
る
日
鶴
の
来
る
」「
霜
の
朝
湯
殿
に
く
さ
め
響
き
け
り
」「
小
春
日

16

xx

xx

や
小
指
に
残
る
温
泉
（
ユ
）
の
香
り
」「
春
雨
や
小
湯
女
の
髪
の
と
け
し
な
き
」「
宣
戦
の
詔
天
に

あ
り
鶴
の
舞
ふ
」
の
五
句
成
る
。

昭
和

／

／

『
凌
霜
会
員
名
簿

昭
和

16

xx

17

16

年
用
』『
車
窓
の
日
本
』（
務

↓
神
戸
市
立
図
書
館
）

昭
和

／

／

『
有
馬
ぶ
し
』
他
、
計

部

16

05

20

22

（
務
↓
神
戸
市
立
図
書
館
）

昭
和

／

／

『
晃
山
遊
草
』
他
、
計

点

16

06

01

27

（
務
↓
神
戸
市
立
図
書
館
）

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
神
戸
商
大
の
大
黒
長
左
衛
門
文
書
に
つ
い
て
返
書
。

16

08

24

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
『
銀
座
役
所
向
図
』
送
る
。

16

09

07

昭
和

／

／

鳶
魚
、
神
戸
へ
、
忍
頂
寺
務
宅
へ
投
ず
。
旧
債
八
十
円
、
残
り
三
十
円
を
鳶
魚
よ
り
務
へ
返
却
、

16

09

25

完
済
。『
大
成
経
』
購
入
の
由
。

昭
和

／

／

鳶
魚
、
帰
る
。

16

09

27

昭
和

／

／

『
出
雲
に
於
け
る
小
泉
八
雲
』

16

11

12

他
、
計

点
（
務
↓
神
戸
市

5
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立
図
書
館
）

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
新
刊
恵
与
。

16

11

29

昭
和

／

／

歳
旦
吟
「
大
捷
の
御
稜
威
か
し
こ
し
初
日
影
」「
古
傷
の
痛
む
夕
さ
り
雁
渡
る
」「
監
視
哨
雁
の
渡

17

01

01

る
を
報
じ
け
り
」「
初
日
影
寿
詞
（
ヨ
ゴ
ト
）
に
ど
よ
む
淡
路
島
」。

昭
和

／

／

「
一
中
節
稀
覯
本
」（『
陳
書
』

）
脱
稿
。

17

01

07

13

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
手
紙
。『
緯
学
源
流
興
廃
考
』
に
つ
き
て
。

17

04

21

昭
和

／

／

小
野
弘
・
麗
子
の
次
男
と
し
て
孫
晃
嗣
誕
生
。「
男
山
と
祈
り
し
児
な
り
楠
若
葉
」
の
一
句
を
得

17

04

27

る
。

昭
和

／

／

『The
Journal

of
the

Po

17

05

xx

lynesian
Society

』（
務
↓

神
戸
市
立
図
書
館
）

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
返
信
。

17

06

09

昭
和

／

／

『
大
坂
に
関
す
る
書
籍
展
覧

17

06

10

会
目
録
』（
務
↓
神
戸
市
立
図

書
館
）

昭
和

／

／

神
戸
史
談
会
の
会
員
と
な
る
。

務
の
住
所
は
「
神
戸
市
灘

17

07

xx

区
篠
原
南
町
三
丁
目
四
七

五
ノ
三
一
」

昭
和

／

／

『
篠
原
水
害
誌
』（
務
↓
神
戸

17

09

15

市
立
図
書
館
）

昭
和

／

／

「
頼
三
樹
三
郎
の
書
翰
」（『
陳
書
』

）
脱
稿
。

17

10

15

14

昭
和

／

／

『
狂
歌
阿
淡
百
人
一
首
』『
増

17

10

21

補
琴
曲
浜
の
砂
子
』『
長
歌
絃

曲
舞
し
ら
べ
』『
ど
ど
い
つ
葉

唄
節
用
集
』『
声
く
ら
べ

第

二
編
』『
俗
曲
集
』
他

点
（
務

4

↓
神
戸
市
立
図
書
館
）

昭
和

／

／

神
戸
陳
書
会
・
例
会
出
席
。（
於
・
妙
法
寺
）

17

11

08
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昭
和

／

／

鳶
魚
へ
『
陳
書
』
十
四
輯
送
る
。

18

01

24

昭
和

／

／

こ
の
頃
、「
春
の
水
鳰
の
古
巣
の
流
れ
よ
る
」「
芋
化
し
て
鰻
に
や
な
ら
む
春
の
水
」
の
二
句
成
る
。

18

03

xx

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
コ
ウ
ナ
ゴ
送
る
。

18

04

15

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
『
物
は
な
し
』
三
冊
送
る
。

18

06

27

昭
和

／

／

永
田
秀
次
郎
（
号
、
青
嵐
）
逝
去
に
際
し
、「
大
樹
枯
れ
て
淡
路
の
秋
の
さ
び
し
さ
よ
」
と
詠
む
。

18

09

17

昭
和

／

／

淡
路
志
筑
に
て
「
待
避
と
よ
ん
で
孫
走
り
く
る
や
萩
の
庭
」
の
一
句
成
る
。

18

10

xx

昭
和

／

／

中
村
幸
彦
と
同
道
、
京
都
智
勝
院
に
投
宿
中
の
鳶
魚
を
訪
う
。
と
も
に
城
崎
へ
出
立
。

18

10

30

昭
和

／

／

本
月
中
書
写
の
書
物
『
万
里
砂
』『
妙
心
寺
出
世
式
次
第
覚
書
』『
大
灯
国
師
行
状
』『
法
淵
繁
興

18

11

xx

略
記
』『
正
法
山
出
世
位
階
等
法
式
略
記
』『
玉
鳳
院
塔
主
職
法
服
一
条
願
書
写
』『
綸
旨
頂
戴
趣

意
定
書
』

昭
和

／

／

智
勝
院
の
鳶
魚
を
訪
い
、
五
日
夜
ま
で
滞
在
し
仕
事
を
手
伝
う
。

18

11

03

昭
和

／

／

智
勝
院
の
鳶
魚
を
訪
い
、
七
日
夜
ま
で
滞
在
し
仕
事
を
手
伝
う
。
寒
天
を
贈
る
。

18

11

06

昭
和

／

／

智
勝
院
の
鳶
魚
を
訪
い
、
十
四
日
夜
ま
で
滞
在
し
仕
事
を
手
伝
う
。
寿
司
の
素
を
贈
る
。

18

11

13

昭
和

／

／

智
勝
院
の
鳶
魚
を
訪
い
、
仕
事
を
手
伝
う
。
菓
子
を
贈
る
。

18

11

21

昭
和

／

／

智
勝
院
の
鳶
魚
を
訪
い
、
仕
事
を
手
伝
う
。

18

11

23

昭
和

／

／

（
鳶
魚
に
小
豆
を
贈
り
、
と
も
に
）
陽
明
文
庫
に
行
く
。
城
崎
へ
出
立
。

18

11

29

昭
和

／

／

本
月
中
書
写
の
書
物
『
侍
真
寮
略
須
知
』『
樹
下
散
稿
』『
紙
衣
謄
』（
三
分
の
一
）

18

12

xx

昭
和

／

／

智
勝
院
の
鳶
魚
を
訪
い
、
仕
事
の
打
ち
合
わ
せ
。『
侍
真
寮
略
須
知
』
謄
写
始
め
る
。

18

12

03

昭
和

／

／

鳶
魚
帰
京
。

18

12

04

昭
和

／

／

南
陵
と
鳶
魚
、
雑
用
金
五
〇
円
送
り
来
る
。

18

12

07

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
書
（
五
日
付
）。
陽
明
文
庫
蔵
『
於
御
前
演
舌
仕
候
心
覚
』、
法
然
院
蔵
二
点
、
雑
萃
院

同
日
記
末
尾
に
「
雑
華
院

18

12

08

蔵
『
紙
衣
謄
』
を
至
急
書
写
の
旨
申
し
越
す
。

渋
谷
鼎
山
殿
」
と
あ
り
。

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
書
（
六
日
付
）。

18

12

10

昭
和

／

／

南
陵
よ
り
法
然
院
費
用
と
し
て
金
五
〇
円
到
着
。
智
勝
院
を
訪
問
、
天
祥
院
面
会
し
仕
事
打
ち
合

同
日
記
末
尾
に
「
天
祥
院

18

12

11

わ
せ
。
祝
儀
お
よ
び
茶
一
斤
宛
贈
る
。

釈
浩
堂
殿
」
と
あ
り
。

昭
和

／

／

『
侍
真
寮
略
須
知
』
返
却
し
、
写
本
を
渡
す
。
天
祥
院
の
中
村
を
訪
い
、『
樹
下
散
稿
』『
万
里
砂
』

18

12

12
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を
借
り
る
。
鳶
魚
と
南
陵
へ
書
。

昭
和

／

／

『
樹
下
散
稿
』
謄
写
始
め
る
。

18

12

13

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
書
。
天
祥
院
の
こ
と
。

18

12

15

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
書
。

18

12

16

昭
和

／

／

天
祥
院
、
雑
萃
院
至
り
て
教
会
所
に
宿
泊
。
寿
司
の
素
を
贈
る
。
中
村
来
訪
。

18

12

18

昭
和

／

／

雑
萃
院
に
て
『
紙
衣
謄
』
謄
写
始
め
る
。

18

12

19

昭
和

／

／

『
樹
下
散
稿
』
一
、
二
巻
謄
写
了
。
三
巻
欠
に
て
、
本
日
よ
り
四
巻
に
着
手
。
中
村
書
写
『
於
御

18

12

20

前
演
舌
仕
候
心
覚
』
を
鳶
魚
に
郵
送
。

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
『
西
力
東
漸
本
末
』
一
冊
送
り
来
る
。

18

12

21

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
写
し
物
一
〇
枚
（
中
村
氏
写
）
送
る
。

18

12

23

昭
和

／

／

天
祥
院
、
雑
萃
院
を
訪
問
。
片
栗
粉
お
よ
び
祝
儀
を
贈
る
。

18

12

25

昭
和

／

／

天
祥
院
、
雑
萃
院
を
訪
問
。『
紙
衣
謄
』
謄
写
す
。『
樹
下
散
稿
』
返
却
。
写
本
二
冊
渡
す
。
天
祥

18

12

26

院
よ
り
書
、
紙
二
百
枚
受
け
取
る
。

昭
和

／

／

小
野
弘
・
麗
子
の
三
男
と
し
て
、
孫
介
嗣
誕
生
。

18

12

26

昭
和

／

／

こ
の
年
、「
腹
や
せ
て
路
溝
に
あ
へ
ぐ
蛙
か
な
」
の
吟
あ
り
。

19

xx

xx

昭
和

／

／

本
月
中
書
写
の
書
物
『
万
里
砂
』
二
冊
『
紙
衣
謄
』（
三
分
の
二
）『
唱
語
故
実
』
一
冊
。

19

01

xx

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
書
。

19

01

02

昭
和

／

／

天
祥
院
を
訪
問
。
寒
天
お
よ
び
祝
儀
を
贈
る
。
雑
萃
院
に
て
『
紙
衣
謄
』
謄
写
す
。

19

01

05

昭
和

／

／

天
祥
院
を
訪
問
。
小
豆
を
贈
る
。
雑
萃
院
に
て
『
紙
衣
謄
』
謄
写
す
。

19

01

09

昭
和

／

／

雑
萃
院
に
て
『
紙
衣
謄
』
謄
写
す
。

19

01

14

昭
和

／

／

天
祥
院
を
訪
問
。
柿
お
よ
び
祝
儀
を
贈
る
。『
万
里
砂
』
貸
出
。
雑
萃
院
に
行
く
。

19

01

16

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
書
（
十
二
日
付
）。

19

01

18

昭
和

／

／

天
祥
院
を
訪
問
。
牛
肉
お
よ
び
祝
儀
を
贈
る
。
雑
萃
院
に
行
く
。

19

01

23

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
書
。

19

01

24

昭
和

／

／

鳶
魚
、
務
に
宛
て
「
教
化
―
」
を
発
送
。

19

01

24
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昭
和

／

／

天
祥
院
を
訪
問
。
ハ
ッ
タ
イ
粉
を
贈
る
。『
万
里
砂
』
二
冊
返
却
し
、
同
写
本
二
冊
渡
す
。
紙
受

19

01

29

け
取
る
。『
万
里
砂
』
巻
三
、
巻
四
貸
出
。
雑
萃
院
『
紙
衣
謄
』
謄
写
了
。

昭
和

／

／

本
月
中
書
写
の
書
物
『
万
里
砂
』
二
冊
『
虻
蜂
録
』（
二
分
の
一
）

19

02

xx

昭
和

／

／

雑
萃
院
に
行
き
、『
紙
衣
謄
』
校
正
了
。
天
祥
院
に
て
鳶
魚
宛
紙
二
百
枚
送
付
を
依
頼
（
戸
羽
山

19

02

06

浣
受
付
）。
中
村
を
訪
問
。『
唱
語
故
実
』
返
却
。

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
『
紙
衣
謄
』『
唱
語
故
実
』
を
書
留
小
包
に
て
送
付
。

19

02

07

昭
和

／

／

雑
萃
院
に
行
き
、『
虻
蜂
録
』
謄
写
。
布
施
を
な
す
。

19

02

11

昭
和

／

／

雑
萃
院
に
行
き
、『
虻
蜂
録
』
謄
写
。
天
祥
院
に
行
く
。
コ
ン
デ
ン
ス
乳
を
贈
り
、
す
ぐ
き
を
貰

19

02

13

う
。『
万
里
砂
』
一
冊
返
却
。

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
書
。
即
日
返
信
す
。

19

02

14

昭
和

／

／

『
万
里
砂
』
書
写
了
。

19

02

17

昭
和

／

／

雑
萃
院
、
天
祥
院
に
行
く
。『
万
里
砂
』
一
冊
返
却
し
、
同
写
本
二
冊
渡
す
。

19

02

20

昭
和

／

／

雑
萃
院
に
行
く
。
天
祥
院
面
会
。

19

02

27

昭
和

／

／

本
月
中
書
写
の
書
物
『
虻
蜂
録
』『
挙
一
明
三
』

19

03

xx

昭
和

／

／

雑
萃
院
に
行
き
、『
虻
蜂
録
』
謄
写
。
天
祥
院
不
在
。

19

03

03

昭
和

／

／

雑
萃
院
に
行
き
、『
虻
蜂
録
』
謄
写
。
務
よ
り
鳶
魚
に
宛
て
た
『
唱
語
故
実
』『
紙
衣
謄
』
届
く
。

19

03

05

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
書
。

19

03

08

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
書
。

19

03

09

昭
和

／

／

小
野
麗
子
・
恵
嗣
・
晃
嗣
・
介
嗣
、
淡
路
志
筑
へ
疎
開
。（
〜
昭
和

／

）

19

03

10

22

02

昭
和

／

／

雑
萃
院
に
行
く
。
茶
お
よ
び
布
施
。

19

03

11

昭
和

／

／

雑
萃
院
に
行
く
。
天
祥
院
を
訪
問
。

19

03

12

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
書
。

19

03

14

昭
和

／

／

中
村
よ
り
書
。
陽
明
文
庫
の
件
。

19

03

18

昭
和

／

／

雑
萃
院
に
行
く
。
布
施
。『
虻
蜂
録
』
書
写
了
。

19

03

19

昭
和

／

／

務
よ
り
鳶
魚
に
書
あ
り
、
直
ぐ
さ
ま
「
弓
物
一
切
打
切
」
と
返
信
。

19

03

22
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昭
和

／

／

雑
萃
院
に
行
く
。
天
祥
よ
り
写
本
全
部
持
ち
帰
る
。
妙
心
寺
よ
り
中
村
へ
五
十
円
渡
す
。

19

03

26

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
書
。
坂
本
叡
山
文
庫
行
き
の
件
。

19

04

03

昭
和

／

／

雑
萃
院
に
行
く
。
天
祥
院
不
在
。
鳶
魚
へ
書
。
坂
本
行
き
断
る
。
中
村
面
会
。

19

04

09

昭
和

／

／

天
祥
院
に
行
く
。
法
然
院
に
行
き
、
打
ち
合
わ
せ
。

19

04

16

昭
和

／

／

天
祥
院
よ
り
書
。
来
月
三
日
の
法
然
院
行
き
の
件
。

19

04

28

昭
和

／

／

本
月
中
書
写
の
書
物
、
法
然
院
『
書
籍
目
録
』「
左
右
軒
長
野
采
女
手
簡
」「
忍
徴
上
人
書
簡
」

19

05

xx

昭
和

／

／

天
祥
院
に
行
く
。
天
祥
同
道
に
て
聖
沢
院
に
行
き
、
聖
沢
同
道
に
て
獅
子
谷
法
然
院
に
行
き
、『
書

同
日
記
末
尾
に
「
聖
沢
院

19

05

03

籍
目
録
』
写
す
。
坂
本
行
き
五
月
十
二
日
予
定
。

稲
垣
仁
山
殿
」
と
あ
り
。

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
『
書
籍
目
録
』
送
る
。（
同
封
に
て
）
昨
年
十
二
月
十
一
日
付
の
南
陵
送
金
に
対
す
る
計

19

05

04

算
報
告
を
す
る
。

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
書
。
法
然
院
の
件
、
他
。

19

05

07

昭
和

／

／

法
然
院
に
行
く
。
天
祥
院
よ
り
半
紙
二
百
四
十
枚
受
取
。「
長
野
采
女
手
簡
」
謄
写
。

19

05

10

昭
和

／

／

法
然
院
に
行
く
。
鳶
魚
よ
り
書
。『
万
記
書
籍
』
謄
写
。

19

05

14

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
書
。
鳶
魚
よ
り
務
に
宛
て
五
十
円
を
送
る
。

19

05

15

昭
和

／

／

天
祥
院
よ
り
電
車
賃
を
受
く
。
法
然
院
に
行
く
。
左
右
軒
法
要
布
施
を
納
む
。
鳶
魚
よ
り
為
替
入

19

05

17

金
を
受
く
。

昭
和

／

／

黒
谷
光
明
寺
に
望
月
師
を
訪
ふ
も
不
在
。
法
然
院
に
行
き
中
村
を
訪
問
す
る
が
同
様
。

19

05

21

昭
和

／

／

兵
庫
江
川
町
藤
ノ
寺
に
望
月
師
を
訪
う
。
菓
子
料
贈
る
。

19

05

22

昭
和

／

／

法
然
院
に
行
き
、「
左
右
軒
」
渡
す
。

19

05

28

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
書
。

19

05

29

昭
和

／

／

本
月
中
書
写
の
書
物
、『
長
野
采
女
行
業
記
』『
忍
徴
和
尚
鶴
林
記
』『
七
ヶ
日
〓
』

19

06

xx

昭
和

／

／

法
然
院
に
行
き
、『
大
成
経
』
木
活
十
六
巻
披
見
。
聖
沢
院
を
訪
問
。
天
祥
院
留
守
。

19

06

02

昭
和

／

／

妙
心
寺
法
命
局
に
紙
の
返
事
を
す
る
。
務
よ
り
鳶
魚
に
宛
て
た
「
采
女
手
柬
」
届
く
。

19

06

05

昭
和

／

／

法
然
院
に
行
く
。
菓
子
料
贈
る
。

19

06

07

昭
和

／

／

鳶
魚
に
書
。
五
月
十
七
日
送
金
の
計
算
書
。

19

06

08
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昭
和

／

／

法
然
院
に
行
く
。
鳶
魚
よ
り
書
。
天
祥
院
に
行
き
、
釈
・
沢
田
両
師
に
面
会
。

19

06

14

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
務
に
宛
て
送
金
。

19

06

16

昭
和

／

／

法
然
院
に
行
く
。
鳶
魚
よ
り
書
。
送
金
を
受
く
。

19

06

18

昭
和

／

／

小
野
弘
、
ジ
ャ
ワ
出
張
。

19

06

18

昭
和

／

／

沢
口
来
訪
。
紙
の
件
。
務
よ
り
鳶
魚
に
宛
て
た
『
万
里
砂
』『
伝
春
寮
略
須
知
』
届
く
。

同
日
記
末
尾
に
「
大
本
山

19

06

19

妙
心
寺

大
法
会
局
常
在
委

員

沢
口
泰
憲
」
の
名
刺
を

挟
む
。

昭
和

／

／

法
然
院
に
行
く
。

19

06

25

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
書
。

19

06

26

昭
和

／

／

務
よ
り
鳶
魚
に
宛
て
『
豪
盛
口
訣
』『
妙
心
寺
出
世
式
次
第
覚
書
綸
旨
』
届
く
。

19

06

28

昭
和

／

／

中
村
を
訪
う
。『
囨
譚
』
他
一
冊
借
り
る
。
法
然
院
に
行
く
。
忍
徴
上
人
香
資
差
し
出
す
。
鳶
魚

19

07

02

よ
り
書
。
中
村
に
紙
六
十
枚
渡
す
。

昭
和

／

／

務
よ
り
鳶
魚
に
宛
て
『
鶴
林
記
』
届
く
。

19

07

05

昭
和

／

／

法
然
院
に
行
く
。『
神
道
大
系
』
他
謄
写
。
九
日
、
忍
徴
和
尚
回
向
す
。

19

07

16

昭
和

／

／

法
然
院
に
行
く
。
方
丈
不
在
。

19

07

19

昭
和

／

／

鳶
魚
、
務
に
宛
て
『
水
月
も
の
は
な
し
』
等
小
包
に
て
返
却
。

19

07

25

昭
和

／

／

鳶
魚
、
務
に
宛
て
小
包
一
つ
出
す
。

19

08

07

昭
和

／

／

妻
琴
代
、
手
術
の
た
め
上
田
病
院
に
入
院
。（
〜
昭
和

／

／

）

19

10

14

19

11

19

昭
和

／

／

沢
口
師
来
訪
。

19

12

05

昭
和

／

／

妻
琴
代
、
淡
路
志
筑
に
て
逝
去
。
持
明
院
清
平
妙
琴
大
姉
。

20

05

29

昭
和

／

／

須
磨
区
西
尾
邸
に
転
居
。（
〜
昭
和

／

）

神
戸
市
須
磨
区

20

08

xx

23

08

離
宮
西
町
一
丁

目
西
尾
邸
内

昭
和

／

／

「
雑
炊
を
か
け
忘
れ
た
る
榾
火
か
な
」
の
一
句
成
る
。

20

09

xx

昭
和

／

／

孫
小
野
介
嗣
の
誕
生
日
に
、「
榾
火
し
て
笹
鳴
き
を
聞
く
朝
な
り
き
」
の
一
句
を
詠
む
。

20

12

26
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昭
和

／

／

歳
旦
吟
「
御
慶
申
す
も
自
問
自
答
の
雑
煮
か
な
」。

21

01

01

昭
和

／

／

中
村
幸
彦
よ
り
書
。『
近
代
歌
謡
考
説
』
出
版
に
つ
い
て
、
鳶
魚
序
文
依
頼
の
こ
と
。

21

01

17

昭
和

／

／

妹
き
く
ゑ
の
夫
畠
田
誠
一
、
東
京
に
て
逝
去
。

21

01

28

昭
和

／

／

小
野
弘
、
ジ
ャ
ワ
よ
り
須
磨
へ
帰
還
。

21

05

12

昭
和

／

／

中
村
幸
彦
よ
り
書
。『
近
代
歌
謡
考
説
』
出
版
に
つ
い
て
。

21

10

21

昭
和

／

／

中
村
幸
彦
よ
り
書
。『
近
代
歌
謡
考
説
』
出
版
に
つ
い
て
。

21

10

28

昭
和

／

／

中
村
幸
彦
よ
り
書
。『
近
代
歌
謡
考
説
』
出
版
に
つ
い
て
。

21

11

04

昭
和

／

／

中
村
幸
彦
よ
り
書
。『
近
代
歌
謡
考
説
』
出
版
に
つ
い
て
。

21

11

15

昭
和

／

／

中
村
幸
彦
よ
り
書
。『
近
代
歌
謡
考
説
』
出
版
に
つ
い
て
。

21

12

01

昭
和

／

／

歳
末
、
拾
っ
た
財
布
を
落
と
し
主
に
返
す
。
狂
歌
「
春
袋
お
と
し
だ
ま
と
て
祝
ひ
つ
ゝ
暮
に
拾
ひ

21

12

xx

し
財
布
か
へ
さ
ん
」「
く
れ
の
か
ね
お
と
し
た
ま
ゝ
と
思
ひ
し
を
拾
て
た
ま
は
る
今
朝
ぞ
う
れ
し

き
」。

昭
和

／

／

神
戸
に
帰
る
。

22

01

08

昭
和

／

／

淡
路
へ
行
き
、
翌

日
転
出
手
続
き
。

日
帰
神
、
神
戸
転
入
手
続
き
。
こ
の
年
、
月
に
複
数
回

22

01

17

18

19

淡
路
・
神
戸
を
往
復
。
ま
た
、
天
理
・
伊
丹
・
城
崎
へ
頻
繁
に
足
を
運
ぶ
。
翌
年
も
ほ
ぼ
同
様
。

昭
和

／

／

天
理
へ
行
く
。

22

01

23

昭
和

／

／

小
野
麗
子
お
よ
び
孫
恵
嗣
・
晃
嗣
・
介
嗣
、
疎
開
先
の
淡
路
志
筑
か
ら
須
磨
へ
転
居
。「
孫
の
舌

22

02

05

の
ま
は
り
か
ね
た
る
御
慶
か
な
」「
孫
の
顔
な
ら
べ
て
見
た
る
雑
煮
か
な
」「
春
の
宵
孫
の
寝
息
の

静
か
な
る
」「
老
日
永
伽
羅
の
か
ほ
り
も
唱
ひ
け
り
」
の
四
句
成
る
。（「〔
手
帳
（
昭
和
二
十
二
年

度
）〕」（
小
野
文
庫

）
で
は
、「
孫
の
舌
の
」「
孫
の
顔
」「
春
の
宵
」
の
三
句
に
、「
我
輩
は
前

419

生
は
蛇
神
ヱ
チ
ヨ
デ
デ
ズ
日
の
本
に
来
て
淡
路
島
守
」
の
一
首
を
付
す
。）

昭
和

／

／

『
近
代
歌
謡
考
説
』
自
序
成
る
。

22

03

xx

昭
和

／

／

鳶
魚
の
『
近
代
歌
謡
考
説
』
序
成
。

22

03

06

昭
和

／

／

中
村
幸
彦
よ
り
書
。『
近
代
歌
謡
考
説
』
出
版
計
画
挫
折
の
こ
と
。

22

04

20

昭
和

／

／

天
理
へ
行
く
。

22

04

24

昭
和

／

／

小
野
弘
・
麗
子
の
長
女
暢
子
誕
生
。

22

05

09

昭
和

／

／

陳
書
会
出
席
。

務
の
「〔
手
帳
〕」
に
は
「
陳

22

06

12
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書
会
」
と
の
み
あ
り
、
出

席
は
類
推
。
以
下
「
金
曜

会
」
も
同
じ
。

昭
和

／

／

天
理
へ
行
く
。

22

08

26

昭
和

／

／

吉
田
書
店
へ
本
代

円
送
金
。

22

10

03

250

昭
和

／

／

陳
書
会
出
席
。

22

10

16

昭
和

／

／

東
京
へ
行
く
。（

／

帰
神
）

22

10

26

10

31

昭
和

／

／

畠
田
誠
一
長
女
敦
子
の
結
婚
式
に
出
席
。（
於
・
東
京
三
越
）
結
婚
を
祝
し
て
、「
菊
植
え
て
関

22

10

28

睢
の
詩
を
ば
う
た
ひ
け
り
」
の
一
句
を
贈
る
。

昭
和

／

／

天
理
へ
行
く
。
書
物
の
貸
借
あ
り
。

22

11

19

昭
和

／

／

金
曜
会
出
席
。

22

12

05

昭
和

／

／

天
理
へ
行
く
。

22

12

11

昭
和

／

／

金
曜
会
出
席
。

22

12

12

昭
和

／

／

陳
書
会
出
席
。

22

12

13

昭
和

／

／

金
曜
会
出
席
。

22

12

19

昭
和

／

／

金
曜
会
出
席
。

22

12

26

昭
和

／

／

金
曜
会
出
席
。

23

01

09

昭
和

／

／

金
曜
会
出
席
。

23

01

16

昭
和

／

／

金
曜
会
出
席
。

23

01

23

昭
和

／

／

金
曜
会
出
席
。

23

01

30

昭
和

／

／

金
曜
会
出
席
。

23

02

06

昭
和

／

／

陳
書
会
出
席
。

23

02

13

昭
和

／

／

史
談
会
出
席
。

23

02

22

昭
和

／

／

金
曜
会
出
席
。

23

02

27

昭
和

／

／

金
曜
会
出
席
。

23

03

05
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昭
和

／

／

金
曜
会
出
席
。

23

03

12

昭
和

／

／

金
曜
会
出
席
。

23

03

26

昭
和

／

／

史
談
会
出
席
。

23

03

28

昭
和

／

／

金
曜
会
出
席
。

23

04

16

昭
和

／

／

金
曜
会
出
席
。

23

04

23

昭
和

／

／

吉
田
書
店
へ
本
代

円
支
払
う
。

23

04

27

280

昭
和

／

／

金
曜
会
出
席
。

23

04

30

昭
和

／

／

陳
書
会
出
席
。（
於
・
高
橋
宅
）

23

05

01

昭
和

／

／

森
谷
書
房
よ
り
、
注
文
書
籍
出
荷
の
通
知
ハ
ガ
キ
着
。

『
浮
世
狂
界
詩
林
選
』
（
務

点
返
品
。

23

05

04

1

↑
森
谷
書
房
）

昭
和

／

／

金
曜
会
出
席
。

23

05

07

昭
和

／

／

森
谷
書
房
へ
本
代

円
送
金
。

書
店
か
ら
の
請
求
額
は

23

05

10

70

60

円
＋
送
料

円
。

5

昭
和

／

／

金
曜
会
出
席
。

23

05

14

昭
和

／

／

金
曜
会
出
席
。

23

05

21

昭
和

／

／

金
曜
会
出
席
。

23

06

04

昭
和

／

／

天
理
図
書
館
へ
行
き
、
元
禄
の
吉
原
細
見
を
調
べ
る
。

23

06

07

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
書
。

23

06

09

昭
和

／

／

金
曜
会
出
席

23

06

11

昭
和

／

／

金
曜
会
出
席
。

23

06

18

昭
和

／

／

金
曜
会
出
席
。

23

06

25

昭
和

／

／

淡
路
志
筑
の
忍
頂
寺
本
家
臨
池
庵
に
あ
っ
た
十
三
重
塔
お
よ
び
五
智
如
来
、
引
摂
寺
へ
移
さ
れ
、

23

06

28

そ
の
後
、
本
家
の
居
宅
・
庭
、
売
却
さ
れ
る
。

昭
和

／

／

金
曜
会
出
席
。

23

07

02

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
書
。

23

07

05
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昭
和

／

／

金
曜
会
出
席
。

23

07

09

昭
和

／

／

陳
書
会
出
席
。

23

07

10

昭
和

／

／

金
曜
会
出
席
。

23

07

16

昭
和

／

／

史
談
会
出
席
。

23

07

18

昭
和

／

／

金
曜
会
出
席
。

23

07

23

昭
和

／

／

史
談
会
メ
ン
バ
ー
、
河
辺
・
中
谷
・
貞
永
・
折
茂

名
・
務
の
計

名
に
て
淡
路
志
筑
行
き
。

月

日
付
の
諸
費
用
中

23

07

24

2

6

7

25

に
引
摂
寺
の
名
が
み
え
る
。

昭
和

／

／

婿
、
鳶
魚
を
訪
う
。

23

08

06

昭
和

／

／

金
曜
会
出
席
。

23

08

06

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
書
。
陳
書
会
出
席
。

23

08

07

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
書
。

23

08

18

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
書
。

23

08

19

昭
和

／

／

小
野
麗
子
お
よ
び
恵
嗣
・
晃
嗣
・
介
嗣
・
暢
子
、
淡
路
浦
村
に
移
住
。（
〜
昭
和

／

）

務

「〔
忍
頂
寺
務
句
集
〕」（
仙

23

08

21

25

03

は
神
戸
に
残
り
、
浦
村
と
神
戸
を
行
き
来
す
る
。

台
忍
頂
寺
家
）
で
は
、
昭

和

／

／

と
す
る
。

23

08

24

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
書
。

23

08

26

昭
和

／

／

金
曜
会
出
席
。

23

09

03

昭
和

／

／

浜
家
来
訪
、
綿
谷
を
訪
問
。

23

09

05

昭
和

／

／

鳶
魚
宅
へ
荷
物
送
る
。
中
谷
来
訪
。

23

09

07

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
書
。

23

09

13

昭
和

／

／

東
京
へ
行
く
。
翌

日
世
田
谷
、
田
園
調
布
を
訪
問
。

東
京

23

09

15

16

昭
和

／

／

鳶
魚
宅
へ
行
く
。
す
ぐ
帰
る
。

23

09

16

昭
和

／

／

鳶
魚
宅
へ
居
候
。〈
鳶
魚
編
纂
の
『
江
戸
語
彙
』（
未
完
）
の
作
業
の
た
め
か
〉
こ
の
頃
、「
糸
瓜

東
京
都
世
田
谷

「〔
忍
頂
寺
務
略
年
譜
〕」（
小

23

09

17

残
し
て
淡
路
へ
帰
る
一
家
哉
」「
書
物
売
つ
て
転
宅
し
け
り
須
磨
の
秋
」
の
二
句
成
る
。

区
世
田
谷
一
丁

野
文
庫

）
で
は
、
昭
和

474

目

三
田
村
方

年

月
〜
昭
和

年
末

23

8

23

頃
と
す
る
が
、

月
〜
の

9
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誤
り
か
。

昭
和

／

／

鳶
魚
と
豪
徳
寺
へ
、
満
道
師
の
故
栖
を
見
る
。
後
、
鳶
魚
と
源
正
寺
と
西
鶴
輪
講
（
第
二
回
）
に

23

09

18

行
く
。
出
席
、
木
村
、
柴
田
、
鈴
木
、
森
。

昭
和

／

／

鳶
魚
と
同
道
、
佐
成
氏
を
訪
う
。
不
逢
。

23

09

19

昭
和

／

／

鳶
魚
と
同
道
、
葉
山
の
松
尾
宅
へ
行
く
。

23

09

21

昭
和

／

／

東
洋
大
学
専
門
部
講
師
に
就
任
。

23

09

25

昭
和

／

／

田
園
調
布
へ
行
く
。

23

09

27

昭
和

／

／

田
中
を
訪
問
。

23

10

03

昭
和

／

／

朝
、
柴
田
宵
曲
を
訪
ね
、
江
戸
語
彙
の
原
稿
（
カ
行
）
を
渡
す
。

23

10

06

昭
和

／

／

鳶
魚
と
同
道
、
佐
成
氏
を
訪
う
。
快
談
。
辰
巳
屋
よ
り
書
籍
購
入
。

23

10

10

昭
和

／

／

源
正
寺
に
て
西
鶴
輪
講
会
（
第
三
回
）。
宵
曲
に
江
戸
語
彙
（
サ
行
）
を
手
渡
す
。

23

10

16

昭
和

／

／

阿
部
、
田
園
調
布
へ
行
く
。

23

10

17

昭
和

／

／

鳶
魚
と
葉
山
へ
。『
好
色
一
代
女
』
開
会
。

23

10

19

昭
和

／

／

辰
巳
屋
へ
行
き
、
書
籍
代

円
支
払
う
。

23

10

21

950

昭
和

／

／

鳶
魚
同
道
、
大
場
信
続
を
訪
う
。

23

10

24

昭
和

／

／

島
田
来
訪
。

23

10

27

昭
和

／

／

田
園
調
布
へ
行
く
。

23

10

29

昭
和

／

／

阿
部
、
田
中
を
訪
問
。

23

11

03

昭
和

／

／

田
中
を
訪
問
。

23

11

07

昭
和

／

／

柴
田
を
訪
ね
、
江
戸
語
彙
の
原
稿
（
サ
行
）
を
渡
す
。

23

11

09

昭
和

／

／

河
竹
来
訪
。

23

11

11

昭
和

／

／

鳶
魚
同
道
、
柴
田
三
之
助
を
訪
う
。
不
逢
。
三
越
展
覧
会
へ
行
く
。

23

11

12

昭
和

／

／

鳶
魚
、
吉
田
幸
一
と
烏
山
の
西
鶴
輪
講
会
へ
行
く
。
阿
部
、
遠
藤
来
訪
。

23

11

13

昭
和

／

／

島
田
来
訪
。

23

11

14

昭
和

／

／

西
鶴
輪
講
会
。

23

11

16
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昭
和

／

／

小
川
恭
一
に
会
う
。
本
覚
院
へ
行
く
。

23

11

17

昭
和

／

／

阿
部
を
訪
問
。
鳶
魚
、
河
竹
、
柴
田
と
北
光
書
房
に
て
会
同
。

23

11

24

昭
和

／

／

島
田
来
訪
。

23

11

28

昭
和

／

／

午
前
中
柴
田
宵
曲
に
『
江
戸
語
彙
』（
タ
行
）
を
渡
す
。

23

12

02

昭
和

／

／

田
園
調
布
へ
行
く
。

23

12

05

昭
和

／

／

島
田
来
訪
。

23

12

10

昭
和

／

／

東
大
研
究
室
へ
行
く
。

23

12

11

昭
和

／

／

葉
山
へ
行
く
。

23

12

14

昭
和

／

／

鳶
魚
と
烏
山
の
西
鶴
輪
講
会
へ
。
柴
田
に
『
江
戸
語
彙
』（
タ
行
残
り
）
を
渡
す
。

23

12

18

昭
和

／

／

中
野
の
一
九
会
へ
行
く
。

23

12

20

昭
和

／

／

東
西
出
版
社
へ
行
く
。

23

12

21

昭
和

／

／

リ
ー
ダ
ー
ス
社
へ
行
く
。

23

12

22

昭
和

／

／

書
物
展
望
社
社
へ
行
く
。

23

12

24

昭
和

／

／

山
崎
よ
り
送
金

円
あ
り
。

23

12

25

500

昭
和

／

／

田
園
調
布
へ
行
く
。
税
金
領
収
書
渡
す
。

23

12

30

昭
和

／

／

東
京
を
午
後
五
時
の
列
車
で
発
ち
帰
郷
。

23

12

31

昭
和

／

／

西
尾
邸
に
入
る
（
ヵ
）。

務
の
「〔
手
帳
〕」
に
は
「
井

24

01

01

筒
西
尾
」
と
の
み
記
載
。

昭
和

／

／

志
筑
へ
行
く
。
笹
山
、
浄
見
、
堀
と
会
す
。

淡
路
浦
村
（
東

24

01

04

浦
町
）

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
書
。

24

01

05

昭
和

／

／

金
曜
会
出
席
。
浜
家
、
江
見
と
会
す
。

24

01

07

昭
和

／

／

長
唄
。
智
蔵
院

回
忌
。

24

01

09

13

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
書
。

24

01

15

昭
和

／

／

日
出
立
、
東
京
へ
行
く
。
三
田
村
鳶
魚
邸
に
入
り
、「
渡
り
鳥
足
の
つ
め
た
き
丸
寝
か
な
」
の

東
京

24

01

19

18
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一
句
成
る
。

昭
和

／

／

田
園
調
布
へ
行
く
。

24

01

20

昭
和

／

／

吉
田
幸
一
、
鳶
魚
と
烏
山
の
輪
講
会
へ
。
森
、
前
回
に
続
き
欠
席
。

24

01

22

昭
和

／

／

島
田
来
訪
。
上
野
図
書
館
へ
行
き
、
万
治
の
吉
原
細
見
を
調
べ
る
。

24

01

23

昭
和

／

／

鳶
魚
と
葉
山
へ
。
以
文
、
南
陵
氏
あ
り
。
一
泊
。

24

01

25

昭
和

／

／

北
光
よ
り
補
正
原
稿
持
ち
帰
る
。

24

01

26

昭
和

／

／

阿
部
を
訪
問
、
島
田
来
訪
。

24

01

30

昭
和

／

／

島
田
を
訪
問
。

24

02

02

昭
和

／

／

島
田
、
阿
部
を
訪
問
。

24

02

08

昭
和

／

／

「
全
日
本
文
化
協
会
報
告
」
来
る
。

「
一
人
ア
タ
リ
、¥97.18

」

24

02

12

と
の
付
記
は
、
会
費
か
。

昭
和

／

／

胃
痛
あ
り
。

24

02

14

昭
和

／

／

野
田
を
訪
問
。

24

02

20

昭
和

／

／

阿
部
を
訪
問
。
胃
痛
あ
り
。

24

02

27

昭
和

／

／

昼
頃
柴
田
宵
曲
を
訪
れ
、『
江
戸
語
彙
』
原
稿
を
渡
す
。

24

03

01

昭
和

／

／

田
園
調
布
へ
行
く
。

24

03

06

昭
和

／

／

柴
田
へ
葉
書
を
出
す
。

24

03

11

昭
和

／

／

島
田
来
訪
。

24

03

12

昭
和

／

／

野
田
を
訪
問
。

24

03

14

昭
和

／

／

鳶
魚
傘
寿
の
賀
。

24

03

15

昭
和

／

／

鳶
魚
、
葉
山
へ
、
務
は
行
か
ず
。

務
の
「〔
手
帳
〕」
に
は
「
葉

24

03

16

山
行
」
と
記
載
あ
り
。

昭
和

／

／

柴
田
を
訪
問
。

24

03

19

昭
和

／

／

田
中
を
訪
問
。

24

03

21

昭
和

／

／

転
出
手
続
き
を
と
る
。

24

03

25
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昭
和

／

／

田
中
、
阿
部
、
秋
葉
、
野
田
を
訪
問
。

24

03

26

昭
和

／

／

田
園
調
布
、
野
田
を
訪
問
。

24

03

28

昭
和

／

／

島
田
、
野
田
、
田
園
調
布
へ
行
く
。

24

03

29

昭
和

／

／

帰
郷
。
浜
家
宅
に
宿
泊
。
東
京
か
ら
淡
路
へ
の
帰
郷
途
次
、
月
初
め
の
金
曜
会
に
出
席
。

金
曜
会
出
席
、
あ
る
い
は

24

03

30

翌

日
か
。

31

昭
和

／

／

浦
村
着
。
狂
歌
「
十
六
夜
と
た
ち
ま
ち
出
で
ん
こ
の
本
を
ゐ
ま
ち
も
せ
ず
に
し
づ
き
へ
ぞ
い
ぬ
」

淡
路
浦
村
（
東

24

03

31

成
る
。

浦
町
）

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
書
。

24

04

05

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
『
教
草
』
送
る
。

24

04

15

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
書
。
中
村
幸
彦
よ
り
忍
頂
寺
通
報
の
書
目
の
書
物
な
し
と
申
し
こ
す
由
。

24

04

28

昭
和

／

／

雑
誌
『
金
曜
』
の
編
輯
同
人
と
な
る
。
そ
の
他
の
編
輯
同
人
は
池
長
孟
、
川
崎
芳
熊
、
直
木
太
一

24

05

xx

郎
、
増
田
五
良
、
松
井
佳
一
、
岡
田
利
兵
衞
、
長
田
富
作
。
世
話
人
は
西
村
貫
一
。

昭
和

／

／

鳶
魚
よ
り
書
。
中
村
幸
彦
よ
り
『
諺
の
通
』
他

点
ば
か
り
資
料
届
到
の
由
。

24

05

02

20

昭
和

／

／

鳶
魚
へ
書
。

24

05

10

昭
和

／

／

小
野
弘
・
麗
子
次
女
方
子
誕
生
。

24

12

22

昭
和

／

／

生
駒
へ
転
居
。「
久
仰
の
眼
に
霞
み
け
り
宝
山
寺
」「
錆
鮎
や
藻
の
か
げ
に
寄
る
一
休
み
」
の
二
句

奈
良
県
生
駒
郡

25

03

xx

成
る
。

生
駒
町
菜
畑

昭
和

／

／

月
末
よ
り
風
邪
を
患
う
。

25

12

xx

昭
和

／

／

歳
旦
吟
「
健
啖
の
孫
に
ほ
ゝ
え
む
雑
煮
か
な
」「
御
所
の
湯
に
石
を
刻
む
と
初
夢
に
」。

26

01

01

昭
和

／

／

脳
溢
血
に
て
倒
れ
る
も
意
識
は
あ
り
。

26

01

27

昭
和

／

／

漸
次
快
方
に
向
か
う
が
、
左
半
身
麻
痺
あ
り
。

26

03

xx

昭
和

／

／

淡
路
志
筑
に
墓
碑
建
立
。

26

04

12

昭
和

／

／

未
明
に
再
発
。
意
識
不
明
。

26

10

02

昭
和

／

／

奈
良
生
駒
に
て
逝
去
。
享
年
六
十
六
。
戒
名
は
「
眞
觀
院
流
芳
静
村
居
士
」。
死
に
際
し
て
は
、

26

10

04

生
前
に
自
ら
告
別
の
文
章
を
草
す
。



71

昭
和

／

／

山
村
太
郎
の
薦
め
に
よ
り
、
務
遺
族
よ
り
大
阪
大
学
文
学
部
に
務
の
蔵
書
を
譲
る
。

29

03

25

昭
和

／

／

大
阪
大
学
国
文
学
研
究
室
に
お
い
て
、
忍
頂
寺
本
の
稀
本
に
つ
い
て
解
説
を
付
し
た
目
録
を
作
成

35

10

28

し
、『
語
文
』
誌
上
に
掲
載
す
る
計
画
あ
り
。
そ
れ
に
先
立
ち
、
山
村
太
郎
か
ら
務
遺
族
に
、
文

庫
の
由
来
に
か
か
る
資
料
提
供
の
依
頼
が
示
さ
れ
る
。

昭
和

／

／

山
陽
電
鉄
正
木
鉮
お
よ
び
務
遺
族
、
大
阪
大
学
国
文
学
研
究
室
を
訪
問
。「
忍
頂
寺
静
村
文
庫
」

40

09

13

と
し
て
務
蔵
書
の
収
蔵
を
確
認
す
る
。

平
成

／

「
文
学
部
創
立
五
十
周
年
記
念
忍
頂
寺
文
庫
特
輯
」、『
語
文
』
誌
上
に
掲
載
。

10

05

平
成

／

小
野
麗
子
所
蔵
の
務
旧
蔵
資
料
お
よ
び
務
自
筆
稿
本
類
・
務
宛
書
簡
等
、
大
阪
大
学
附
属
図
書
館

12

06

に
譲
る
。「
小
野
文
庫
」
と
名
付
く
。

平
成

／

「
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
蔵
小
野
文
庫
目
録
」
成
る
。

20

03

平
成

／

「
仙
台
忍
頂
寺
家
所
蔵
資
料
目
録
」
成
る
。

23

03

平
成

／

『
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
忍
頂
寺
文
庫
目
録
』
成
る
。

23

03
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